
【
漢
検
漢
字
文
化
研
究
奨
励
賞
】
優
秀
賞

日
本
書
紀

群
の
表
現
と
そ
の
特
質

β

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｐ
Ｄ

葛
西
太
一

一
、
は
じ
め
に

日
本
書
紀
に
は
編
纂
の
経
緯
や
方
針
を
記
し
た
序
や
表
が
な
く
、
何
に
規
範
を
求
め
て
述
作
・
編
纂
さ

れ
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
の
内
容
に
は
漢
籍
の
経
典
や
史
書
に
よ
る
潤
色
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
か

ら
（
注

）、
こ
れ
ら
規
範
性
の
高
い
文
献
に
範
を
取
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
方
に
お
い
て
、

1

体
裁
や
形
式
は
史
書
の
範
と
さ
れ
る
『
史
記
』や
『
漢
書
』と
は
異
な
る
。た
と
え
ば
、日
本
書
紀
の
冒
頭

に
は
天
地
開
闢
神
話
が
置
か
れ
（
注

）、
日
本
書
紀
が
紀
伝
体
に
よ
っ
て
述
作
さ
れ
て
い
る
と
い
う
明
確

2

な
特
徴
は
な
く
（
注

）、そ
の
記
述
に
使
用
さ
れ
る
音
韻
・
暦
日
・
文
体
・
語
法
等
も
一
様
で
は
な
い
（
注

）。

3

4

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
そ
の
解
釈
を
実
証
的
か
つ
体
系
的
に
行
う
こ
と
は
困
難
を
極
め
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
一
つ
の
考
え
方
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
日
本
書
紀
区
分
論
が
展
開
さ
れ
て

き
た
。
こ
の
方
法
に
よ
り
、
そ
の
多
様
な
特
質
に
応
じ
て
日
本
書
紀
を
複
数
の
ま
と
ま
り
に
分
け
、
各
巻

各
記
事
に
見
え
る
表
現
の
位
相
や
述
作
の
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
に
も
様
々

な
区
分
が
示
さ
れ
（
注

）、
と
り
わ
け
森
博
達
氏
は
音
韻
論
や
文
章
論
を
は
じ
め
と
す
る
一
連
の
論
考
に

5

よ
り
、
日
本
書
紀
を

群
（
巻
十
四
～
巻
二
十
一
、
巻
二
十
四
～
巻
二
十
七
）・

群
（
巻
一
～
巻
十
三
、

α

β

巻
二
十
二
～
巻
二
十
三
、
巻
二
十
八
～
巻
二
十
九
）・
巻
三
十
に
三
分
す
る
こ
と
を
提
唱
し
た
（
注

）。
そ

6

こ
で
は
、

群
は
正
音
に
よ
っ
て
正
格
漢
文
で
書
か
れ
、

群
は
倭
音
に
よ
っ
て
和
化
漢
文
で
書
か
れ
た

α

β

も
の
と
結
論
付
け
、
両
群
を
和
漢
の
対
立
の
も
と
に
捉
え
た
。
ま
た
、
筆
者
は
句
読
の
示
し
方
に
着
目
し

て
従
来
の
区
分
論
を
検
証
し
、
甲
群
（
巻
十
四
～
巻
二
十
一
）、
乙
群
（
巻
二
十
四
～
巻
二
十
七
）、
丙
群

（
巻
一
～
巻
三
、
巻
五
～
巻
十
三
、
巻
二
十
二
～
巻
二
十
三
、
巻
二
十
八
）、
丁
群
（
巻
四
、
巻
二
十
九
、

巻
三
十
）
の
四
区
分
を
提
示
し
た
（
注

）。
特
に
丙
群
は
、
漢
籍
や
仏
典
に
顕
著
な
四
字
句
等
を
重
ね
て

7

構
句
す
る
方
法
に
消
極
的
で
あ
り
、
そ
の
反
面
、
実
意
の
な
い
形
式
的
な
用
法
に
よ
る
複
数
種
の
接
続
詞

を
頻
用
し
て
句
読
の
目
印
と
す
る
方
法
に
積
極
的
な
性
質
を
示
す
。
こ
の
方
法
は
文
言
文
に
見
出
し
難
い

も
の
で
あ
り
、
古
典
中
国
語
の
非
母
語
話
者
に
よ
り
発
想
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

群
と
丙
群
の

β

範
囲
は
巻
二
十
九
（
天
武
紀
下
）
と
系
譜
記
事
が
大
半
を
占
め
る
巻
四
（
闕
史
八
代
）
を
除
い
て
概
ね
一

致
し
て
お
り
（
注

）、
そ
の
性
質
も
軌
を
一
に
す
る
。
各
巻
各
記
事
の
解
釈
を
行
う
際
に
は
一
つ
の
指
標

8

と
な
り
得
る
検
証
結
果
と
捉
え
た
い
。

巻
四
（
闕
史
八
代
）
と
巻
二
十
九
（
天
武
紀
下
）
が
い
ず
れ
の
区
分
に
帰
属
す
る
か
は
別
に
論
じ
る
機

会
を
設
け
る
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
特
に

群
の
表
現
と
そ
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
べ
く
考
察
を
進
め

β

る
。

群
は

群
よ
り
も
述
作
が
後
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
（
注

）、
そ
の
表
現
に
は
多
く
の
和
習
が
含

β

α

9

ま
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
両
群
に
使
用
さ
れ
る
表
現
を
比
較
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
漢
籍
・
仏
典
や

漢
語
漢
文
が
受
容
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
編
修
段
階
や
述
作
者
の
違
い
に
応
じ
た
様
相
を
知
る
こ
と
も
で
き

る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

群
に
は
「
天
照
大
神
」
や
「
皇
祖
」
の
よ
う
な
新
し
く
開
発
さ
れ
た
概
念
の
使
用

β
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が
確
認
さ
れ
（
注

）、
内
容
の
面
に
お
い
て
も

群
と
性
質
を
異
に
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
本
稿
で

10

α

は

群
と

群
の
表
現
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
両
群
の
う
ち
特
に

群
の
表
現
や
叙
述
の
方
法
に
関

α

β

β

す
る
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
具
体
的
に
は
文
末
表
現
「
～
縁
也
。」
と
介
詞
「
頼
」

の
用
法
を
取
り
上
げ
て
考
察
す
る
。

二
、
本
行
中
の
注
釈
的
記
事
と
そ
の
類
型

日
本
書
紀
に
は
、述
作
者
の
立
場
に
よ
る
注
釈
的
記
事
が
本
行
の
中
に
表
出
す
る
例
が
散
見
す
る（
注

）。
11

通
例
に
従
え
ば
、
注
釈
的
記
事
は
小
書
双
行
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
、
本
文
と
は
立
場
の
異
な
る
こ
と
が
明

確
に
示
さ
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
書
紀
に
は
述
作
者
の
注
釈
的
記
事
が
本
文
に
続
け
て
挿
入
さ
れ
る
場
合

が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
を
便
宜
的
に
「
語
り
」
と
し
て
取
り
上
げ
て
分
析
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
こ

れ
を
整
理
す
る
と
、
次
の
通
り
大
別
し
て
三
つ
の
類
型
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
典
型
的
な
例
を
抜
き

出
し
て
掲
出
す
る
（
注

）。
12

《
類
型
①
》
叙
述
中
の
Ａ
は
、
今
の
Ｂ
で
あ
る
。

『
日
本
書
紀
』
巻
六
（
垂
仁
紀
・

群
）
九
十
年
二
月
条

β

天
皇
命
二

田
道
間
守
一

、
遣
二

常
世
国
一

、
令
レ

求
二

非
時
香
菓
一

。【
香
菓
、
此
云
二

箇
倶
能
未
一

。】
今
謂
レ

橘
是
也
。

（
天
皇
、
田
道
間
守
に
命
せ
て
、
常
世
国
に
遣
し
て
、
非
時
の
香
菓
を
求
め
し
む
。【
香
菓
、
此

た
ぢ
ま
も
り

み
こ
と
お
ほ

と
こ
よ
の
く
に

つ
か
は

と
き
じ
く

か
く
の
み

も
と

こ
こ

に
は
箇
倶
能
未
と
云
ふ
。】
今
橘
と
謂
ふ
は
是
な
り
。）

か

く

の

み

い

た
ち
ば
な

い

こ
れ

《
類
型
②
》
叙
述
中
に
Ａ
と
名
付
け
ら
れ
た
も
の
が
、
今
で
は
Ｂ
と
訛
っ
て
い
る
。

『
日
本
書
紀
』
巻
九
（
神
功
紀
・

群
）
摂
政
前
紀
（
仲
哀
天
皇
九
年
四
月
条
）

β

因
以
挙
レ

竿
、
乃
獲
二

細
鱗
魚
一

。
時
皇
后
曰
、
希
見
物
也
。【
希
見
、
此
云
二

梅
豆
邏
志
一

。】
故
時
人

号
二

其
処
一

、
曰
二

梅
豆
羅
国
一

。
今
謂
二

松
浦
一

訛
也
。

（
因
り
て
竿
を
挙
げ
て
、
乃
ち
細
鱗
魚
を
獲
つ
。
時
に
皇
后
の
曰
は
く
、「
希
見
し
き
物
な
り
」

よ

さ
を

あ

す
な
は

あ

ゆ

え

の
た
ま

め
づ
ら

も
の

と
の
た
ま
ふ
。【
希
見
、此
に
は
梅
豆
邏
志
と
云
ふ
。】
故
、
時
人
、其
の
処
を
号
け
て
、
梅
豆
羅
国

こ
こ

め

づ

ら

し

か
れ

と
き
の
ひ
と

め
づ
ら
の
く
に

と
曰
ふ
。
今
、
松
浦
と
謂
ふ
は
訛
れ
る
な
り
。）

い

い
ま

ま
つ
ら

い

よ
こ
な
ば

《
類
型
③
》
叙
述
中
の
Ａ
は
、
Ｂ
の
由
縁
で
あ
る
。

『
日
本
書
紀
』
巻
一
（
神
代
紀
上
・

群
）
第
五
段
一
書
第
九

β

伊
奘
諾
尊
、
驚
而
走
還
。
是
時
、
雷
等
皆
起
追
来
。
時
道
辺
有
二

大
桃
樹
一

。
故
伊
奘
諾
尊
、
隠
二

其

樹
下
一

、
因
採
二

其
実
一

、
以
擲
レ

雷
者
、
雷
等
皆
退
走
矣
。
此
用
レ

桃
避
レ

鬼
之
縁
也
。

（
伊
奘
諾
尊
、
驚
き
て
走
げ
還
り
た
ま
ふ
。
是
の
時
に
、
雷
等
皆
起
ち
て
追
ひ
来
る
。
時
に
、
道

お
ど
ろ

に

か
へ

い
か
づ
ち
ど
も
み
な
た

お

き
た

み
ち

の
辺
に
大
き
な
る
桃
の
樹
有
り
。
故
、
伊
奘
諾
尊
、
其
の
樹
の
下
に
隠
れ
て
、
因
り
て
其
の
実

ほ
と
り

お
ほ

も
も

き

か
れ

も
と

か
く

よ

み

を
採
り
て
、
雷
に
擲
げ
し
か
ば
、
雷
等
、
皆
退
走
き
ぬ
。
此
桃
を
用
て
鬼
を
避
く
縁
な
り
。）

と

い
か
づ
ち

な

ど
も

し
り
ぞ

こ
れ

も

お
に

ふ
せ

え
に

《
類
型
①
》
で
は
、
田
道
間
守
に
常
世
国
か
ら
求
め
さ
せ
た
「
香
菓
」
を
「
今
」
で
は
「
橘
」
と
呼

か
く
の
み

ぶ
こ
と
が
説
明
さ
れ
る
。
ま
た
、《
類
型
②
》
で
は
、
叙
述
現
在
に
お
い
て
「
梅
豆
羅
国
」
と
呼
ば
れ
て

め
づ
ら
の
く
に

い
た
土
地
が
、
述
作
現
在
で
は
訛
っ
て
「
松
浦
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
叙
述
現
在
の
話

ま
つ
ら

-
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を
提
示
し
た
後
に
、「
今
」
と
い
う
語
を
介
し
て
述
作
現
在
の
視
点
か
ら
注
釈
的
な
内
容
が
挿
入
さ
れ
た

も
の
と
言
え
る
。
問
題
は
「
今
」
以
下
の
注
釈
的
な
記
事
が
小
書
双
行
の
注
記
で
は
な
く
、
本
行
の
中
に

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
双
行
に
よ
る
注
記
を
選
択
し
て
い
な
い
か
ら
に
は
、
こ
れ
ら
を
正

文
に
対
す
る
注
文
と
い
う
主
客
関
係
の
も
と
に
理
解
す
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
叙
述
の
一
部

と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
点
に
注
意
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
注

）。
言
い
換
え
れ
ば
、
過
去
の
一

13

事
象
を
述
作
現
在
の
も
の
と
結
び
付
け
る
こ
と
が
、
本
行
中
の
叙
述
と
は
距
離
を
置
く
客
観
的
な
注
釈
で

は
な
く
、
叙
述
の
一
環
と
し
て
主
体
的
に
行
わ
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
（
注

）。
14

《
類
型
③
》
で
は
、
伊
奘
諾
尊
が
黄
泉
国
か
ら
逃
げ
帰
る
際
に
、
追
い
か
け
て
く
る
雷
に
桃
を
投
げ
て

追
い
払
っ
た
こ
と
が
、
桃
に
よ
っ
て
鬼
を
避
け
る
こ
と
の
由
縁
で
あ
る
と
説
く
。
文
末
に
「
～
縁
也
。」

と
い
う
表
現
を
伴
う
点
に
特
徴
が
あ
り
、
同
様
の
例
は
日
本
書
紀
中
に
全

例
を
数
え
る
。《
類
型
①
》

32

《
類
型
②
》
と
は
形
式
が
異
な
る
も
の
の
、こ
れ
も
述
作
現
在
に
残
る
風
習
の
由
来
を
語
る
も
の
で
あ
り
、

述
作
者
の
立
場
に
よ
る
注
釈
的
な
記
事
が
本
行
中
に
位
置
付
け
ら
れ
た
例
と
し
て
理
解
す
る
べ
き
も
の
と

言
え
る
。

こ
こ
ま
で
三
つ
の
類
型
の
い
ず
れ
も
一
例
を
示
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
日
本
書
紀
中
に
様
々
な
語
り
の

表
現
形
式
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
形
式
は
異
な
る
も
の
の
、
注
釈
的
な
記
事
が
本
行

中
に
示
さ
れ
る
と
い
う
叙
述
の
性
質
は
同
じ
と
言
え
る
。
た
だ
し
、
前
者
《
類
型
①
》《
類
型
②
》
の
「
今
」

を
伴
う
形
式
は
古
事
記
に
も
類
例
が
確
認
さ
れ
る
一
方
で
（
注

）、
後
者
の
《
類
型
③
》「
～
縁
也
。」
の

15

形
式
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。

三
、
文
末
定
型
表
現
「
～
縁
也
。」
の
機
能

日
本
書
紀
に
お
け
る
「
縁
」
字
の
用
例
分
布
を
整
理
す
れ
ば
、
次
に
示
す
《
表
Ａ
》
の
通
り
と
な
る
。

動
詞
「
よ
る
」
の
意
味
に
使
わ
れ
る
例
が

例
、
名
詞
「
ふ
ち
」「
か
ざ
り
」
の
例
が

例
、
名
詞
の
う

16

12

ち
「
よ
し
」
と
読
ん
で
理
由
を
示
す
例
が

例
、
文
末
に
「
～
縁
也
。」
と
い
う
形
式
で
用
い
ら
れ
る
例

3

が

群
に
は
皆
無
で
あ
る
一
方
に
お
い
て

群
に
の
み

例
、
合
計

例
が
確
認
さ
れ
る
。
文
末
表
現

α

β

32

63

「
～
縁
也
。」
は
「
縁
」
字
単
独
で
用
い
ら
れ
る
他
の
例
と
は
異
な
り
、
全

例
が
共
通
し
て
「
此
其
縁

32

也
」「
此
～
之
縁
也
」「
其
是
之
縁
也
」
の
よ
う
な
大
同
小
異
の
定
型
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
本
節

で
は
、
こ
の
文
末
定
型
表
現
「
～
縁
也
。」
を
考
察
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
る
（
注

）。
16

《
表
Ａ
》
日
本
書
紀
に
お
け
る
「
縁
」
字
の
用
例
分
布
（
全

例
）

63

ま
た
、
文
末
定
型
表
現
「
～
縁
也
。」
全

例
を
整
理
す
れ
ば
、
次
の
《
表
Ｂ
》
の
通
り
と
な
る
。
す

32

諡号 巻
32 3 12 16
4 1 神代上 1
11 1 神代下 2
2 1 神武 3

綏靖
安寧
懿徳
孝昭
孝安
孝霊
孝元
開化
崇神 5

5 垂仁 6
1 景行

成務
1 仲哀 8
1 神功 9
2 応神 10
2 仁徳 11
1 履中

反正
允恭
安康

3 雄略 14
清寧
顕宗

1 仁賢
武烈 16

1 継体 17
安閑
宣化

1 欽明 19
敏達 20
用明
崇峻

1 2 1 推古 22
舒明 23

1 皇極 24
11 2 孝徳 25

斉明 26
天智 27

1 天武上 28 丙
2 天武下 29
3 持統 30

丙

丁

丙

丁

β

α

β

α

β

乙

縁

（
動
詞

）

～
縁
也

。

縁

（
よ
し

）

縁

（
ふ
ち

）

丙

甲

15

18

21

（合計）

4

7

12

13

群

-
9
-



べ
て
の
用
例
を
具
体
的
に
取
り
上
げ
る
こ
と
は
煩
瑣
が
過
ぎ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
特
に
注
目
し
た
い
数
例

を
抜
き
出
し
て
、
ど
の
よ
う
な
用
法
・
機
能
が
当
該
定
型
表
現
に
認
め
ら
れ
る
の
か
検
討
す
る
。

《
表
Ｂ
》
日
本
書
紀
に
お
け
る
「
縁
也
」
の
用
例
一
覧

《
本
文
１
》『
日
本
書
紀
』
巻
一
（
神
代
紀
上
・

群
）
第
五
段
一
書
第
六

β

時
伊
奘
冉
尊
曰
、
吾
夫
君
尊
、
何
來
二

之
晩
一

也
。
吾
已
湌
泉
之
竃
矣
。
雖
レ

然
、
吾
當
寢
息
。
請
勿
視

32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

28 22 12 11 11 10 10 9 8 7 6 6 6 6 6 3 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1

天
武
上

推
古
紀

履
中
紀

仁
徳
紀

仁
徳
紀

応
神
紀

応
神
紀

神
功
紀

仲
哀
紀

景
行
紀

垂
仁
紀

垂
仁
紀

垂
仁
紀

垂
仁
紀

垂
仁
紀

神
武
紀

神
武
紀

神
代
下

神
代
下

神
代
下

神
代
下

神
代
下

神
代
下

神
代
下

神
代
下

神
代
下

神
代
下

神
代
下

神
代
上

神
代
上

神
代
上

神
代
上

安
易
に
軍
隊
を
動
か
さ
な
い
理
由

猪
手
連
の
子
孫
を
娑
婆
連
と
い
う

宮
の
名
を
磐
余
稚
桜
宮
と
い
う

そ
の
地
を
名
付
け
て
百
舌
鳥
耳
原
と
い
う

海
人
で
は
な
い
の
に
自
分
の
持
ち
物
の
た
め
に
泣
く

御
友
別
の
子
孫
が
吉
備
国
に
い
る

諺
に
「
さ
ば
海
人

」
と
い
う

新
羅
王
が
八
十
船
の
調
物
を
日
本
国
に
奉
る

渟
田
門
の
魚
は
六
月
に
な
る
と
海
面
に
浮
か
ぶ

日
本
童
男
を
日
本
武
尊
と
呼
ぶ

物
部
連
が
石
上
の
神
宝
を
治
め
る

天
の
神
庫
も
樹
梯
の
ま
ま
に
と
い
う

土
部
連
等
が
天
皇
の
喪
葬
を
司
る

野
見
宿
祢
の
所
領
に
腰
折
田
が
あ
る

そ
の
国
を
名
付
け
て
弥
摩
那
国
と
い
う

そ
の
地
を
名
付
け
て
来
目
邑
と
い
う

来
目
部
が
歌

っ
た
後
に
大
笑
い
す
る

海
と
陸
が
通
わ
な
い

乳
母
に
よ

っ
て
子
を
育
て
る

失

っ
た
針
を
催
促
し
な
い

口
女
を
天
子
の
御
膳
に
進
め
な
い

雉
の
頓
使

人
の
寿
命
が
短
い

?
女
君
ら
の
男
女
は
君
と
呼
ぶ

生
き
て
い
る
人
を
死
人
に
間
違
え
る

返
し
矢
恐
る
べ
し

生
き
て
い
る
人
を
死
人
に
間
違
え
る

返
し
矢
恐
る
べ
し

自
分
の
切

っ
た
爪
を
納
め
隠
す

桃
を
用
い
て
鬼
を
避
け
る

草
木
・
沙
石
が
火
を
含
む

夜
に
一
片
之
火
と
擲
櫛
を
忌
む

…
其
是
縁
也

…
其
是
之
縁
也

…
其
此
之
縁
也

…
其
是
之
縁
也

…
其
是
之
縁
也

…
是
其
縁
也

…
其
是
縁
也

…
其
是
之
縁
也

…
其
是
之
縁
也

…
是
其
縁
也

…
是
其
縁
也

…
此
其
縁
也

是
…
之
縁
也

是
以
…
之
縁
也

…
其
是
之
縁
也

…
此
其
縁
也

…
是
其
縁
也

此
…
之
縁
也

此
…
之
縁
也

…
此
其
縁
也

…
此
其
縁
也

此
…
之
縁
也

此
…
之
縁
也

…
此
其
縁
也

…
此
其
縁
也

此
…
之
縁
也

…
此
其
縁
也

此
…
之
縁
也

…
此
其
縁
也

此
…
之
縁
也

此
…
之
縁
也

…
此
其
縁
也

| | | | 諺
曰
…

於
今
…

俗
人
諺
曰
…

| | 至
于
今
…

至
于
今
…

諺
曰
…

| | | 今
…
今
…

| 世
…
世
人
…

| 世
所
謂
…

世
人
…

| 世
人
…

世
人
所
謂
…

世
人
…

世
人
所
謂
…

世
人
…

| | 今
世
人
…

所
　
在

記
　
事
　
内
　
容

表
現
形
式

共
起
表
現

-
1
0
-



之
。
伊
奘
諾
尊
不
レ

聽
、
陰
取
二

湯
津
爪
櫛
一

、
牽
二

折
其
雄
柱
一

、
以
爲
二

秉
炬
一

、
而
見
之
者
、
則
膿
沸

蟲
流
。
今
世
人
夜
忌
二

一
片
之
火
一

、
又
夜
忌
二

擲
櫛
一

、
此
其
縁
也
。

（
時
に
伊
奘
冉
尊
の
曰
は
く
、「
吾
夫
君
の
尊
、
何
ぞ
晩
く
來
し
つ
る
。
吾
已
に
湌
泉
之
竃
せ
り
。
然

と
き

の
た
ま

あ
が
な

せ

み
こ
と

な
に

お
そ

い
で
ま

わ
れ
す
で

よ
も
つ
へ
ぐ
ひ

し
か

れ
ど
も
、
吾
當
に
寢
息
ま
む
。
請
ふ
、
な
視
ま
し
そ
」
と
の
た
ま
ふ
。
伊
奘
諾
尊
、
聽
き
た
ま
は
ず

ま
さ

ね
や
す

こ

み

き

し
て
、
陰
に
湯
津
爪
櫛
を
取
り
て
、
其
の
雄
柱
を
牽
き
折
き
て
、
秉
炬
と
し
て
、
見
し
か
ば
、
膿
沸

ひ
そ
か

ゆ
つ
つ
ま
ぐ
し

と

そ

ほ
と
り
は

ひ

か

た

ひ

み

う
み
わ

き
蟲
流
る
。
今
、
世
人
、
夜
一
片
之
火
忌
む
、
又
夜
擲
櫛
を
忌
む
、
此
其
の
縁
な
り
。）

う
じ
た
か

い
ま

よ
の
ひ
と

よ
る
ひ
と
つ
び
と
ぼ
す
こ
と
い

ま
た

な
げ
ぐ
し

こ
れ
そ

え
に

《
本
文
１
》
は
、
伊
奘
冉
尊
が
黄
泉
国
に
て
自
分
の
姿
を
見
な
い
で
欲
し
い
と
願
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
伊
奘
諾
尊
が
櫛
を
松
明
と
し
て
火
を
点
け
て
姿
を
見
た
と
こ
ろ
、
伊
奘
冉
尊
の
身
体
に
蛆
が
た
か
っ

て
い
た
、
と
い
う
場
面
で
あ
る
。
一
連
の
叙
述
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
、
今
の
世
の
人
が
夜
に
一
つ
火
を
灯

す
こ
と
、
お
よ
び
投
げ
櫛
を
忌
む
こ
と
は
、
こ
の
話
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
と
述
作
現
在
の
視
点
か
ら

語
ら
れ
る
。
特
に
「
今
の
世
の
人
」
と
い
う
表
現
は
上
述
し
た
《
類
型
①
》《
類
型
②
》
と
も
通
じ
、
さ

ら
に
当
該
表
現
「
～
縁
也
。」
に
伴
わ
れ
て
「
今
」「
世
人
」
が
使
用
さ
れ
る
例
は
《
表
Ｂ
》
に
示
し
た

通
り
他
に
も
確
認
さ
れ
る
。
叙
述
さ
れ
た
過
去
の
事
象
と
述
作
し
て
い
る
現
在
の
視
点
と
の
結
び
付
き
の

強
さ
を
窺
わ
せ
る
表
現
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

《
本
文
２
》『
日
本
書
紀
』
巻
二
（
神
代
紀
下
・

群
）
第
九
段
本
書

β

時
高
皇
産
靈
尊
、
見
二

其
矢
一

曰
、
是
矢
、
則
昔
我
賜
二

天
稚
彦
一

之
矢
也
。
血
染
二

其
矢
一

。
蓋
與
二

国
神
一

相
戰
而
然
歟
。
於
是
、
取
レ

矢
還
投
下
之
。
其
矢
落
下
、
則
中
二

天
稚
彦
之
胸
上
一

。
于
時
、
天
稚
彦
、

新
嘗
休
臥
之
時
也
。
中
レ

矢
立
死
。
此
世
人
所
謂
、
反
矢
可
レ

畏
之
縁
也
。

（
時
に
高
皇
産
靈
尊
、
其
の
矢
を
見
し
て
曰
は
く
、「
是
の
矢
は
、
昔
我
が
天
稚
彦
に
賜
ひ
し
矢

み
そ
な
は

の
た
ま

こ

む
か
し
わ

た
ま

な
り
。
血
、
其
の
矢
に
染
れ
た
り
。
蓋
し
国
神
と
相
戰
ひ
て
然
る
か
」
と
の
た
ま
ふ
。
是
に
、
矢

ち

ぬ

け
だ

く
に
つ
か
み

あ
ひ
た
た
か

し
か

こ
こ

を
取
り
て
還
し
て
投
げ
下
し
た
ま
ふ
。
其
の
矢
落
ち
下
り
て
、
則
ち
天
稚
彦
が
胸

上
に
中
ち
ぬ
。

と

か
へ

な

お
ろ

お

く
だ

す
な
は

た
か
む
な
さ
か

た

時
に
、
天
稚
彦
、
新
嘗
し
て
休
臥
せ
る
時
な
り
。
矢
に
中
り
て
立
に
死
ぬ
。
此
世
人
の
所
謂
る
、

に
ひ
な
へ

ね

ふ

あ
た

た
ち
ど
こ
ろ

し

こ
れ
よ
の
ひ
と

い
は
ゆ

反
矢
畏
む
べ
し
と
い
ふ
縁
な
り
。）

か
へ
し
や
い

え
に

《
本
文
２
》
に
特
徴
的
な
表
現
は
「
所
謂
」
を
伴
う
点
に
あ
る
。
上
文
の
叙
述
内
容
こ
そ
世
の
人
々
が

「
返
矢
畏
む
べ
し
」
と
口
々
に
言
う
こ
と
の
由
縁
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
説
明
す
る
（
注

）。
同
様
に

17

当
該
表
現
「
～
縁
也
。」
は
「
諺
曰
～
」
を
伴
う
こ
と
が
あ
り
、
た
と
え
ば
《
本
文
３
》
の
よ
う
に
、
叙

述
内
容
が
、
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
諺
の
由
縁
で
あ
る
こ
と
を
語
る
例
も
あ
る
。

《
本
文
３
》『
日
本
書
紀
』
巻
十
一
（
仁
徳
紀
・

群
）
即
位
前
紀

β

既
而
興
二

宮
室
於
菟
道
一

而
居
之
。
猶
由
レ

讓
二

位
於
大
鷦
鷯
尊
一

、
以
久
不
二

卽
皇
位
一

。
爰
皇
位
空
之
、

既
經
二

三
載
一

。
時
有
二

海
人
一

、
齎
二

鮮
魚
之
苞
苴
一

、
獻
二

于
菟
道
宮
一

也
。
太
子
令
二

海
人
一

曰
、
我
非
二

天
皇
一

、
乃
返
之
令
レ

進
二

難
波
一

。
大
鷦
鷯
尊
亦
返
、
以
令
レ

獻
二

菟
道
一

。
於
是
、
海
人
之
苞
苴
、
鯘
二

於

往
還
一

、
更
返
之
、
取
二

他
鮮
魚
一

而
獻
焉
。
讓
如
二

前
日
一

。
鮮
魚
亦
鯘
。
海
人
苦
二

於
屢
還
一

、
乃
棄
二

鮮

魚
一

而
哭
。
故
諺
曰
、
有
二

海
人
一

耶
、
因
二

己
物
一

以
泣
、
其
是
之
縁
也
。

（
既
に
し
て
宮
室
を
菟
道
に
興
て
て
居
し
ま
す
。
猶
位
を
大
鷦
鷯
尊
に
讓
り
ま
す
に
由
り
て
、
久

す
で

お
ほ
み
や

た

ま

な
ほ
み
く
ら
ゐ

お
ほ
さ
ざ
き
の
み
こ
と

ゆ
づ

よ

ひ
さ

-
1
1
-



し
く
卽

皇

位
さ
ず
。
爰
に
皇

位
空
し
く
し
て
、
既
に
三
載
を
經
ぬ
。
時
に
海
人
有
り
て
、

あ
ま
つ
ひ
つ
ぎ
し
ろ
し
め

こ
こ

き
み
の
く
ら
ゐ
む
な

す
で

み
と
せ

へ

あ

ま

あ

鮮

魚
の
苞
苴
を
齎
ち
て
、
菟
道
宮
に
獻
る
。
太

子
、
海
人
に
令
し
て
曰
は
く
、「
我
、

あ
さ
ら
け
き
い
を

お
ほ
に
へ

も

う
ぢ
の
み
や

た
て
ま
つ

ひ
つ
ぎ
の
み
こ

の
り
ご
と

の
た
ま

わ
れ

天

皇
に
非
ず
」
と
の
た
ま
ひ
て
、
乃
ち
返
し
て
難
波
に
進
ら
し
め
た
ま
ふ
。
大
鷦
鷯
尊
、
亦
返

す
め
ら
み
こ
と

あ
ら

か
へ

な
に
は

た
て
ま
つ

ま
た

し
て
、
菟
道
に
獻
ら
し
め
た
ま
ふ
。
是
に
、
海
人
の
苞
苴
、
往

還
に
鯘
れ
ぬ
。
更
に
返
り
て
、
他

こ
こ

あ

ま

お
ほ
に
へ

か
よ
ふ
あ
ひ
だ

あ
ざ

さ
ら

あ
た

し
鮮

魚
を
取
り
て
獻
る
。
讓
り
た
ま
ふ
こ
と
前
の
日
の
如
し
。
鮮
魚
亦
鯘
れ
ぬ
。
海
人
、
屢
還

あ
ざ
ら
け
き
い
を

さ
き

ひ

ご
と

あ
ざ

あ

ま

し
ば
し
ば
か
へ

る
に
苦
み
て
、
乃
ち
鮮
魚
を
棄
て
て
哭
く
。
故
、
諺
に
曰
は
く
、「
海
人
な
れ
や
、
己
が
物
か

た
し
な

す

な

か
れ

こ
と
わ
ざ

い

あ

ま

お
の

も
の

ら
泣
く
」
と
い
ふ
は
、
其
れ
是
の
縁
な
り
。）

ね
な

こ

え
に

当
該
表
現
全

例
を
整
理
す
る
と
、
そ
の
表
現
形
式
が
「
此
其
縁
也
」「
此
～
之
縁
也
」「
其
是
之
縁

32

也
」
の
よ
う
に
定
型
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
し
ば
し
ば
「
今
」「
世
人
」「
所
謂
」「
諺
」
と

共
起
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
共
起
表
現
は
、
そ
の
内
容
が
述
作
現
在
に
広
く
流
布
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
（
注

）。
こ
の
性
質
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
当
該
表
現
「
～
縁
也
。」
の
機
能
が
過

18

去
の
一
事
象
を
述
作
現
在
と
結
び
付
け
る
点
に
あ
る
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
い
ず
れ
の
例
も
叙

述
を
締
め
括
る
位
置
に
「
～
縁
也
。」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
書
紀
に
お
い
て
は
当
該
表
現
が

説
話
を
括
る
目
印
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

四
、「
～
縁
也
。」
の
語
義
と
そ
の
由
来

従
来
、
当
該
表
現
は
「
こ
と
の
も
と
」
と
い
う
和
訓
を
前
提
に
解
釈
が
行
わ
れ
て
き
た
（
注

）。
確
か

19

に
、
前
田
家
本
日
本
書
紀
に
見
え
る
付
訓
や
、
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
の
「
縁
」
の
項
目
に
は
、「
こ
と

の
も
と
」
と
い
う
訓
が
示
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
根
拠
と
し
て
「
こ
と
の
も
と
」
と
い
う
訓
を
与
え
る
こ
と
は

首
肯
さ
れ
る
（
注

）。
し
か
し
、
上
代
文
献
に
「
こ
と
の
も
と
」
と
い
う
語
の
仮
名
書
き
例
が
見
出
さ
れ

20

ず
、
上
代
語
と
し
て
「
こ
と
の
も
と
」
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
確
証
は
得
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
時
代
の

下
る
例
で
は
あ
る
が
、
日
本
書
紀
私
記
（
乙
本
）
は
「
縁
也
」
に
「
よ
し
な
り
」
と
い
う
訓
を
宛
て
て
お

り
、「
縁
」
字
の
訓
に
複
数
説
の
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
（
注

）。
あ
く
ま
で
平
安
期
に
定
め
ら
れ
た
擬

21

古
的
な
和
訓
で
あ
る
可
能
性
も
あ
り
、「
～
縁
也
。」
に
「
こ
と
の
も
と
」
と
い
う
訓
を
宛
て
る
こ
と
を

前
提
に「
縁
」字
の
解
釈
を
進
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。ひ
と
ま
ず
古
訓
・
旧
訓
を
措
き
、漢
語
表
記「
縁
」

の
字
義
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

漢
籍
に
「
～
縁
也
。」
を
文
末
に
持
つ
表
現
は
必
ず
し
も
多
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
多
く
の
場
合

は
衣
や
建
物
の
「
ふ
ち
」「
か
ざ
り
」
を
示
す
名
詞
と
し
て
「
縁
」
字
が
用
い
ら
れ
、
そ
の
こ
と
は
古
辞

書
に
「
脩
也
」
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
注

）。
一
方
、
特
に

22

文
末
・
章
末
に
あ
っ
て
「
理
由
」「
由
縁
」
の
意
味
に
用
い
る
「
縁
也
」
の
例
は
限
ら
れ
る
。

《
参
考
１
》『
論
衡
』
巻
第
三
「
本
性
篇
第
十
三
」（
注

）
23

夫
告
子
之
言
、
亦
有
レ

縁
也
。
詩
曰
、「
彼
姝
之
子
、
何
以
与
之
。」
其
伝
曰
、「
譬
猶
練
レ

絲
、
染
二

之

藍
一

則
青
、
染
二

之
朱
一

則
赤
。」
夫
決
レ

水
使
二

之
東
西
一

、
猶
染
レ

絲
令
二

之
青
赤
一

也
。
丹
朱
・
商
均
、

已
染
二

於
唐
虞
之
化
一

矣
。
然
而
、
丹
朱
慠
而
商
均
虐
者
、
至
悪
之
質
、
不
レ

受
二

藍
・
朱
変
一

也
。

（
夫
れ
告
子
の
言
も
亦
縁
有
る
も
の
な
り
。
詩
に
曰
は
く
、「
彼
の
姝
た
る
子
に
、
何
を
以
て
か
与
へ

そ

ま
た

し
ゆ

あ
た

-
1
2
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ん
。」
と
。
其
の
伝
に
曰
は
く
、「
譬
へ
ば
猶
ほ
絲
を
練
る
に
、
之
を
藍
に
染
む
れ
ば
則
ち
青
た
り
、

た
と

い
と

之
を
朱
に
染
む
れ
ば
則
ち
赤
た
り
。」
と
。
夫
れ
水
を
決
す
る
に
之
を
し
て
東
西
に
せ
し
め
、
猶
ほ

絲
を
染
む
る
に
之
を
し
て
青
赤
に
せ
し
む
。
丹
朱
・
商
均
は
已
に
唐
虞
の
化
に
染
ま
る
。
然
れ
ど
も

丹
朱
は
慠
に
し
て
、
商
均
は
虐
な
れ
ば
、
至
悪
の
質
、
藍
・
朱
の
変
を
受
け
ざ
る
な
り
。）

《
参
考
２
》『
文
選
』
巻
第
四
十
二
（
書
中
）
阮
元
瑜
「
為
二

曹
公
一

作
レ

書
与
二

孫
権
一

一
首
」（
注

）
24

毎
覧
三

古
今
所
二

由
改
一レ

趣
、
因
二

縁
侵
辱
一

、
或
起
二

瑕
釁
一

、
心
忿
気
危
、
用
成
二

大
変
一

。
若
下

韓
信
傷
二

心
於
失
一レ

楚
、
彭
寵
積
二

望
於
無
一レ

異
、
盧
綰
嫌
二

畏
於
已
隙
一

、
英
布
憂
中

迫
於
情
漏
上

、
此
事
之
縁
也
。

（
毎
に
古
今
の
由
り
て
趣
を
改
む
る
所
を
覧
る
に
、
侵
辱
に
因
縁
り
て
、
或
は
瑕
釁
よ
り
起
こ
る
も
、

つ
ね

み

し
ん
じ
よ
く

よ

か
き
ん

心
忿
り
気
危
ふ
く
し
て
、
用
て
大
変
を
成
す
。
韓
信
の
楚
を
失
へ
る
に
傷
心
し
、
彭
寵
の
異
な

い
か

あ
や

も
つ

だ
い
へ
ん

な

か
ん
し
ん

う
し
な

し
や
う
し
ん

は
う
ち
よ
う

る
こ
と
無
き
に
積
望
し
、
盧
綰
の
已
に
隙
あ
る
に
嫌
畏
し
、
英
布
の
情
の
漏
る
る
に
憂
迫
す
る
が
若

な

せ
き
ば
う

ろ
わ
ん

す
で

げ
き

け
ん
ゐ

え
い
ふ

も

い
う
は
く

ご
と

き
は
、
此
れ
事
の
縁
な
り
。）

こ

《
参
考
１
》
で
は
、
確
か
に
文
末
に
「
～
縁
也
。」
が
使
用
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
用
法
は
日
本
書
紀

の
も
の
と
は
異
な
る
。
告
子
の
発
言
が
『
詩
経
』
毛
伝
の
内
容
に
裏
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
内
容
で
あ
り
、
こ
こ
で
の
「
有
レ

縁
也
」
は
理
由
や
来
歴
を
意
味
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

ま
た
、《
参
考
２
》
は
文
末
に
「
此
事
之
縁
也
」
を
置
く
形
式
が
日
本
書
紀
の
例
と
近
い
も
の
の
、
こ
こ

で
の
記
述
は
韓
信
・
彭
寵
・
盧
綰
・
黥
布
の
四
人
が
謀
反
を
起
こ
し
た
「
き
っ
か
け
」
を
説
明
し
た
も
の

で
あ
り
、
述
作
の
現
在
か
ら
過
去
を
捉
え
る
と
い
う
日
本
書
紀
の
語
り
の
用
法
と
は
異
な
る
。
ど
ち
ら
も

文
字
列
は
一
致
す
る
が
、
そ
の
用
法
は
日
本
書
紀
の
そ
れ
と
結
び
付
く
も
の
で
は
な
い
。

漢
訳
仏
典
に
「
～
縁
也
。」
の
用
例
を
求
め
る
と
、
文
末
を
「
～
縁
也
。」
に
よ
っ
て
結
ぶ
例
が
多
く

見
出
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
も
「
由
縁
」「
因
縁
」
に
用
い
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
書
紀
の
用
法
・
形
式
と

の
類
似
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
注

）。
25

《
参
考
３
》
道
宣
『
續
高
僧
傳
』
巻
第
十
四
「
義
解
篇
十
唐
蘇
州
通
玄
寺
釋
慧
頵
傳
七
」

爰
逮
二

施
奉
一

、
並
無
二

軽
費
一

、
於
二

遠
行
・
龍
泉
二
寺
一

、
造
二

金
銅
弥
勒
像
各
一
躯
一

。
坐
高
一
丈
五
尺
、

用
結
二

来
生
之
縁
一

也
。

（
爰
に
施
奉
に
逮
び
て
、
並
に
軽
費
な
く
、
遠
行
・
龍
泉
の
二
寺
に
於
て
、
金
銅
の
弥
勒
の
像
各
一
躯

こ
こ

お
よ

を
造
る
。
坐
の
高
さ
一
丈
五
尺
、
用
つ
て
来
生
の
縁
を
結
ぶ
と
な
り
。）

《
参
考
４
》
道
世
『
法
苑
珠
林
』
巻
第
十
三
「
千
佛
篇
第
五
之
一
七
佛
部
」

夫
千
佛
乗
レ

暉
、
萬
霊
景
レ

燭
、
観
機
適
レ

務
、
極
聖
弘
レ

恩
。
所
以
、
聖
人
陳
レ

福
以
勧
レ

善
、
示
レ

禍
以

戒
レ

悪
。
小
人
謂
二

善
無
一レ

益
而
不
レ

為
、
謂
二

悪
無
一レ

傷
而
不
レ

去
。
然
、
有
殃
有
福
之
言
、
乃
華
而
不
レ

実
。
無
益
無
傷
之
論
、
則
信
而
有
レ

徴
。
是
以
、
大
聖
慈
愍
、
哀
二

斯
愚
惑
一

、
広
興
二

六
度
一

、
接
二

引
四

生
一

、
弘
宣
二

二
諦
一

、
停
二

毒
三
有
一

。
故
、
垂
二

無
限
之
悲
一

、
計
二

賢
劫
之
縁
一

也
。

（
夫
れ
千
佛
は
暉
や
く
こ
と
に
乗
じ
、
萬
霊
は
燭
を
景
ら
か
に
し
、
観
機
は
務
に
適
ひ
、
極
聖
は
恩

そ

か
が

あ
き

か
な

め
ぐ
み

を
弘
む
。
所
以
に
、
聖
人
は
福
を
陳
ね
て
以
て
善
を
勧
め
、
禍
を
示
し
て
以
て
悪
を
戒
む
。
小
人
は

そ
の
ゆ
ゑ

つ
ら

善
の
益
無
き
を
謂
ひ
て
為
さ
ず
、
悪
の
傷
ふ
こ
と
無
き
を
謂
ひ
て
去
ら
ず
。
然
れ
ど
も
、
有
殃
有

そ
こ
な

福
の
言
は
、
乃
ち
華
に
し
て
実
ら
ず
。
無
益
無
傷
の
論
は
、
則
ち
信
に
し
て
徴
有
り
と
い
ふ
。
是

し
る
し
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を
以
て
、
大
聖
の
慈
愍
、
斯
の
愚
惑
を
哀
れ
み
て
、
広
く
六
度
を
興
し
、
四
生
を
接
引
し
、
弘
く
二

諦
を
宣
べ
、
三
有
を
停
毒
す
。
故
に
、
無
限
の
悲
を
垂
れ
て
、
賢
劫
の
縁
を
計
る
。）

か
る
が
ゆ
ゑ

《
参
考
３
》
で
は
弥
勒
像
を
造
る
こ
と
に
よ
っ
て
後
世
の
縁
が
結
ば
れ
る
こ
と
を
説
き
、《
参
考
４
》

で
は
善
悪
禍
福
に
惑
う
人
々
を
導
く
た
め
に
、
現
世
に
千
佛
が
現
れ
る
縁
が
設
け
ら
れ
た
と
語
る
。
ど
ち

ら
の
例
も
文
末
に
置
か
れ
る
「
～
縁
也
。」
の
文
字
列
が
日
本
書
紀
の
例
と
一
致
す
る
に
留
ま
り
、
そ
の

語
法
や
叙
述
方
法
ま
で
が
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、「
来
生
之
縁
」
や
「
賢
劫
之
縁
」
の
よ

う
に
「
縁
」
字
が
現
世
・
後
世
と
い
う
時
間
の
結
び
付
き
を
示
す
点
に
は
注
目
し
た
い
。

ま
た
、
日
本
書
紀
の
述
作
者
が
参
看
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
道
世
『
法
苑
珠
林
』
に
は
、
仏
教
的
教

理
が
説
明
さ
れ
る
「
述
意
部
」
や
「
引
証
部
」
に
続
い
て
、
説
話
的
に
そ
の
例
証
を
物
語
る
「
感
応
縁
」、

と
い
う
部
立
が
あ
る
（
注

）。
本
文
中
で
は
な
く
部
立
の
例
に
過
ぎ
な
い
が
、「
縁
」
に
よ
っ
て
一
連
の
説

26

話
を
括
る
方
法
が
『
法
苑
珠
林
』
に
見
ら
れ
る
こ
と
も
参
考
と
な
る
。

漢
訳
仏
典
に
見
え
る
用
例
は
述
作
者
の
立
場
を
表
出
さ
せ
る
「
語
り
」
で
は
な
い
た
め
、
日
本
書
紀
の

叙
述
方
法
と
は
異
な
る
。
し
か
し
、
漢
訳
仏
典
に
見
え
る
「
縁
」
字
の
時
間
的
な
結
び
付
き
を
示
す
特
徴

や
、
一
連
の
説
話
を
括
る
方
法
に
学
ん
で
、
日
本
書
紀
の
「
～
縁
也
。」
と
い
う
叙
述
形
式
が
発
想
さ
れ

た
と
見
る
余
地
が
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
（
注

）。
日
本
書
紀
の
文
末
定
型
表
現
「
～
縁
也
。」
に
は
、

27

過
去
の
一
事
象
を
述
作
現
在
の
も
の
と
結
び
付
け
、
説
話
を
括
る
目
印
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
こ
と
は
上
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
漢
籍
に
用
例
が
乏
し
い
中
で
、
直
接
の
影
響
関
係
は
認
め
ら
れ
な

い
に
せ
よ
、
漢
訳
仏
典
に
参
考
と
な
る
表
現
の
あ
る
こ
と
に
は
注
意
を
向
け
て
お
き
た
い
。

五
、
上
代
文
献
に
お
け
る
「
～
縁
也
。」

こ
こ
ま
で
日
本
書
紀
に
見
え
る
「
～
縁
也
。」
の
用
例
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き
た
が
、
上
代
文
献

に
同
様
の
表
現
形
式
は
他
に
豊
後
国
風
土
記
に

例
、
肥
後
国
風
土
記
（
逸
文
）
に

例
を
確
認
す
る
こ

3

2

と
が
で
き
る
（
注

）。
日
本
書
紀
と
は
表
現
が
少
し
異
な
る
も
の
の
、
た
と
え
ば
次
に
示
す
《
参
考
５
》

28

の
よ
う
に
、
日
本
書
紀
と
類
似
し
た
文
末
表
現
を
用
い
て
地
名
起
源
が
語
ら
れ
る
。

《
参
考
５
》『
豊
後
国
風
土
記
』
日
田
郡
（
鏡
坂
）（
注

）
29

鏡
坂
。【
在
二

郡
西
一

。】
昔
者
、
纏
向
日
代
宮
御
宇
大
足
彦
天
皇
、
登
二

此
坂
上
一

、
御
二

覽
國
形
一

、
卽

勅
曰
、「
此
國
地
形
、
似
二

鏡
面
一

哉
。」
因
曰
二

鏡
坂
一

。
斯
其
縁
也
。

（
鏡
坂
。【
郡
の
西
に
在
り
。】
昔
者
、
纏
向
の
日
代
の
宮
に
御

宇
し
し
大
足
彦
の
天

皇
、

か
が
み
さ
か

こ
ほ
り

に
し

あ

む
か
し

ま
き
む
く

ひ
し
ろ

み
や

あ
め
の
し
た
し
ろ
し
め

お
ほ
た
ら
し
ひ
こ

す
め
ら
み
こ
と

此
の
坂
の
上
に
登
り
、
國
形
を
御
覽
し
て
、
卽
ち
勅
曰
り
た
ま
ひ
し
く
、「
此
の
國
の
地
形
は
、
鏡

さ
か

う
へ

の
ぼ

く
に
が
た

み
そ
な
は

の

く
に

か
た
ち

か
が
み

の
面
に
似
た
る
哉
。」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
因
り
て
鏡
坂
と
曰
ふ
。
斯
れ
其
の
縁
な
り
。）

お
も

に

か
な

よ

か
が
み
さ
か

い

こ

え
に

景
行
天
皇
が
国
見
を
行
っ
た
際
に
、
地
形
が
鏡
の
面
に
似
て
い
る
と
言
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
地

を
鏡
坂
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
地
名
起
源
を
語
る
場
面
で
あ
る
。
日
本
書
紀
と
は
異
な
り
、
鏡
坂

と
呼
ぶ
こ
と
が
叙
述
現
在
の
記
事
に
続
く
も
の
か
、
あ
る
い
は
「
斯
其
縁
也
」
と
結
び
付
く
述
作
現
在
の

注
釈
的
記
事
に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
か
、「
今
」「
世
人
」
等
の
共
起
表
現
も
な
い
た
め
明
ら
か
で
は
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な
い
。
し
か
し
、文
末
表
現
が
日
本
書
紀
の
用
法
と
類
似
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
後
者
に
捉
え
た
い
。

特
に
「
鏡
坂
」
と
呼
ぶ
行
為
が
述
作
現
在
の
も
の
と
明
確
に
表
現
さ
れ
な
い
が
、「
斯
其
縁
也
」
と
い
う

形
式
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
因
曰
二

鏡
坂
一

」
と
い
う
部
分
が
「
今
」
に
結
び
付
く
も
の
で
あ
る
こ

と
を
示
す
も
の
と
理
解
し
て
お
く
。

豊
後
国
風
土
記
は
、
そ
の
一
部
に
日
本
書
紀
の
巻
七
（
景
行
紀
）
と
極
め
て
似
通
っ
た
記
事
を
含
ん
で

お
り
、
従
来
、
日
本
書
紀
を
参
照
し
て
述
作
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
同
様
に
、
肥
後
国
風
土

記
（
逸
文
）
を
含
む
西
海
道
風
土
記
の
甲
類
も
日
本
書
紀
か
ら
影
響
を
受
け
て
述
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注

）。
豊
後
国
風
土
記
や
肥
後
国
風
土
記
（
逸
文
）
に
見
ら
れ
る
当
該
例
に
つ
い
て

30

は
、
日
本
書
紀
の
表
現
に
倣
っ
て
使
用
さ
れ
た
表
現
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

上
代
文
献
の
う
ち
文
末
定
型
表
現
「
～
縁
也
。」
を
用
い
る
も
の
は
、
日
本
書
紀
の
ほ
か
に
豊
後
国
風

土
記
と
肥
後
国
風
土
記
（
逸
文
）
に
限
ら
れ
る
。
風
土
記
の
用
例
は
日
本
書
紀
か
ら
学
ん
だ
も
の
と
見
る

べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
当
該
表
現
「
～
縁
也
。」
は
日
本
書
紀
に
特
徴
的
な
用
法
と
認
め
ら
れ
る
。

六
、
語
り
の
定
型
化
と
歴
史
叙
述

こ
こ
ま
で
の
考
察
に
お
い
て
、
考
察
対
象
と
し
て
い
る
日
本
書
紀
の
文
末
定
型
表
現
「
～
縁
也
。」
が

上
代
文
献
の
中
で
も
限
定
的
な
使
用
に
留
ま
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
は
、
前
掲
《
表
Ａ
》
に
て
確

認
し
た
通
り
、
日
本
書
紀
内
部
に
お
い
て
も
当
該
表
現
の
用
例
は

群
に
偏
在
し
て
い
る
。
日
本
書
紀
に

β

見
え
る
文
末
定
型
表
現
「
～
縁
也
。」
と
は
、
そ
の
直
前
に
示
さ
れ
た
叙
述
内
容
と
は
隔
た
り
を
持
ち
な

が
ら
、
な
お
か
つ
双
行
の
注
記
で
は
な
く
本
行
の
中
に
お
い
て
述
作
者
自
身
の
語
り
を
主
体
的
に
表
明
し

た
表
現
で
あ
る
と
言
え
る
（
注

）。
そ
の
機
能
は
、
過
去
の
一
事
象
を
述
作
現
在
と
結
び
付
け
て
叙
述
す

31

る
こ
と
に
あ
り
、
な
お
か
つ
当
該
説
話
を
締
め
括
る
目
印
に
も
な
り
得
る
点
に
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
叙
述

方
法
に
類
す
る
表
現
は
漢
籍
に
見
出
し
難
く
、
一
方
、
そ
の
着
想
は
仏
典
に
見
ら
れ
る
表
現
か
ら
得
た
可

能
性
が
高
い
（
注

）。
確
か
に
参
考
と
な
る
表
現
は
仏
典
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
は
言
え
、
こ
の
よ

32

う
な
叙
述
方
法
は
日
本
書
紀

群
に
特
有
の
も
の
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

β

特
に
各
巻
成
立
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
言
え
ば
、
巻
十
四
以
降
は
古
い
暦
で
あ
る
元
嘉
暦
を
用
い
る
一

方
で
、巻
十
三
以
前
で
は
新
し
い
儀
鳳
暦
の
使
用
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
を
前
提
に
考
え
る
な
ら
ば
、

文
末
定
型
表
現
「
～
縁
也
。」
が
日
本
書
紀
の

群
に
使
用
さ
れ
ず
、

群
に
特
徴
的
な
筆
癖
と
し
て
現

α

β

れ
る
こ
と
は
、
当
該
表
現
が
従
来
の
《
類
型
①
》《
類
型
②
》
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
不
定
形
表
現
を
語

り
の
定
型
句
へ
と
更
新
す
る
も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
示
唆
し
（
注

）、
少
な
く
と
も
、
各

33

区
分
の
間
で
語
り
の
述
作
方
針
が
共
有
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
定
型
表
現
を
用
い
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
説
話
を
日
本
書
紀
の
叙
述
す
る
「
史
」
の
も
と
に
組
み
込
も
う
と
す
る
方
法
が
よ
り
鮮

明
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

日
本
書
紀

群
に
は
和
習
が
多
く
、
し
ば
し
ば
規
範
性
の
高
い
漢
語
漢
文
の
範
疇
か
ら
逸
脱
す
る
よ
う

β

な
語
法
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
文
末
定
型
表
現
「
～
縁
也
。」
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
な
か
に
は
漢

籍
や
仏
典
の
語
彙
語
法
に
学
び
つ
つ
も
発
展
さ
せ
、
自
ら
の
叙
述
内
容
に
即
し
た
表
現
と
し
て
応
用
す
る

場
合
が
あ
る
。
こ
れ
も
漢
籍
・
仏
典
や
漢
語
漢
文
を
受
容
し
た
「
和
化
」
の
一
例
と
言
え
る
か
も
し
れ
な

い
。
次
節
で
は
介
詞
「
頼
」
を
取
り
上
げ
、
日
本
書
紀

群
の
特
質
を
捉
え
る
べ
く
、
も
う
一
つ
の
視
点

β

か
ら
考
察
を
進
め
る
。
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七
、
神
代
紀
「
恩
頼
」
の
解
釈

日
本
書
紀
に
「
頼
」
字
は
全

例
が
確
認
さ
れ
る
。
介
詞
「
頼
」
の
用
法
を
中
心
と
し
た
各
例
の
具
体

20

的
な
検
証
は
後
述
す
る
と
し
て
、
ま
ず
は
特
徴
的
な
用
例
の
見
え
る
巻
一
（
神
代
紀
上
）
第
八
段
一
書
第

六
「
恩
頼
」
を
取
り
上
げ
て
端
緒
を
得
た
い
。
こ
れ
も
文
末
定
型
表
現
「
～
縁
也
。」
と
同
様
に
、
漢
籍

や
仏
典
に
類
似
の
発
想
を
持
つ
表
現
が
確
認
さ
れ
る
も
の
の
、
完
全
に
一
致
す
る
用
例
を
見
出
す
こ
と
の

難
し
い
例
で
あ
る
。

《
本
文
４
》『
日
本
書
紀
』
巻
一
（
神
代
紀
上
・

群
）
第
八
段
一
書
第
六

β

大
國
主
神
、
亦
名
大
物
主
神
、
亦
號
二

國
作
大
己
貴
命
一

。
亦
曰
二

葦
原
醜
男
一

。
亦
曰
二

八
千
戈
神
一

。
亦

曰
二

大
國
玉
神
一

。
亦
曰
二

顯
國
玉
神
一

。
其
子
凡
有
二

一
百
八
十
一
神
一

。
夫
大
己
貴
命
、
與
二

少
彦
名
命
一

、

戮
レ

力
一
レ

心
、
經
二

營
天
下
一

。
復
爲
二

顯
見
蒼
生
及
畜
産
一

、
則
定
二

其
療
レ

病
之
方
一

。
又
爲
レ

攘
二

鳥
獸

昆
蟲
之
災
異
一

、
則
定
二

其
禁
厭
之
法
一

。
是
以
、
百
姓
至
レ

今
、
咸
蒙
二

恩
頼
一

。
嘗
大
己
貴
命
謂
二

少
彦

名
命
一

曰･･･

（
大
國
主
神
、
亦
の
名
は
大
物
主
神
、
亦
は
國
作
大
己
貴
命
と
號
す
。
亦
は
葦
原
醜
男
と
曰
す
。

お
ほ
く
に
ぬ
し
の
か
み

ま
た

み
な

お
ほ
も
の
ぬ
し
の
か
み

く
に
つ
く
り
の
お
ほ
あ
な
む
ち
の
み
こ
と

ま
う

あ
し
は
ら
の
し
こ
を

ま
う

亦
は
八
千
戈
神
と
曰
す
。
亦
は
大
國
玉
神
と
曰
す
。
亦
は
顯
國
玉
神
と
曰
す
。
其
の
子
凡
て

や
ち
ほ
こ
の
か
み

お
ほ
く
に
た
ま
の
か
み

う
つ
し
く
に
た
ま
の
か
み

ま
う

そ

み
こ
す
べ

一

百

八

十

一

神
有
す
。
夫
の
大
己
貴
命
と
、
少
彦
名
命
と
、
力
を
戮
せ
心
を
一

も
も
は
し
ら
あ
ま
り
や
そ
は
し
ら
あ
ま
り
ひ
と
は
し
ら
の
か
み
ま

か

す
く
な
び
こ
な
の
み
こ
と

ち
か
ら

あ
は

こ
こ
ろ

ひ
と
つ

に
し
て
、天
下
を
經
營
る
。復
顯
見
蒼
生
及
び
畜
産
の
爲
は
、其
の
病
を
療
む
る
方
を
定
む
。又
、

あ
め
の
し
た

つ

く

ま
た
う
つ
し
き
あ
を
ひ
と
く
さ

け
も
の

た
め

や
ま
ひ

を
さ

み
ち

ま
た

鳥

獸
・
昆
蟲
の
災
異
を
攘
は
む
が
爲
は
、
其
の
禁
厭
む
る
法
を
定
む
。
是
を
以
て
、
百

姓
、
今

と
り
け
だ
も
の

は
ふ
む
し

わ
ざ
は
ひ

は
ら

ま
じ
な
ひ
や

の
り

こ
こ

お
ほ
み
た
か
ら

い
ま

に
至
る
ま
で
に
、
咸
に
恩

頼
を
蒙
れ
り
。
嘗
て
大
己
貴
命･･･

）

い
た

こ
と
ご
と
く

み
た
ま
の
ふ
ゆ

か
が
ふ

か
つ

大
己
貴
命
と
少
彦
名
命
が
協
力
し
て
天
下
を
経
営
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
百
姓
が
「
恩
頼
」
を
受
け
た

と
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
恩
頼
」
に
は
、
従
来
「
ミ
タ
マ
ノ
フ
ユ
」
と
の
訓
が
与
え
ら
れ
て
き
た
（
注

）。
34

日
本
書
紀
を
含
む
上
代
文
献
に
「
ミ
タ
マ
ノ
フ
ユ
」
の
仮
名
書
き
例
は
確
認
さ
れ
ず
、
上
代
語
と
し
て
の

存
在
に
疑
念
が
残
る
が
（
注

）、
同
様
の
古
訓
を
持
つ
類
例
を
日
本
書
紀
に
求
め
て
考
え
れ
ば
、
そ
の
訓

35

義
は
天
神
・
皇
祖
・
天
皇
の
加
護
・
恩
沢
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
注

）。
訓
義
そ
の
も
の
に
関
す

36

る
考
察
は
本
節
の
目
的
か
ら
外
れ
る
た
め
措
く
と
し
て
、
ま
ず
は
漢
字
表
記
と
し
て
の
「
恩
頼
」
が
意
味

す
る
と
こ
ろ
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
も
そ
も
漢
籍
や
仏
典
に
「
恩
頼
」
と
熟
す
例
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
が
、
こ
れ
に
類
す
る
例
は
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
潘
安
仁
「
藉
田
賦
」
に
見
え
る
表
現
は
他
の
文
献
に
も
散
見
す
る
も
の
で

あ
り
（
注

）、『
三
国
志
』
の
「
百
姓
蒙
レ

賴
」
は
当
該
例
「
百
姓
至
レ

今
、
咸
蒙
二

恩
頼
一

」
と
類
似
し
、
智

37

顗
『
金
光
明
経
文
句
』
の
「
慶
頼
」
は
「
恩
頼
」
と
も
語
構
成
が
通
じ
る
例
で
あ
り
（
注

）、
い
ず
れ
の

38

例
も
「
恩
頼
」
を
捉
え
る
う
え
で
参
考
と
な
る
。

《
参
考
６
》『
文
選
』（
賦
丁
）
巻
七
・
耕
藉
・
潘
安
仁
「
藉
田
賦
」

一
人
有
レ

慶
、
兆
民
賴
レ

之
。【
銑
曰
、
慶
、
善
也
。
賴
、
蒙
也
。
言
、
天
子
有
二

善
德
一

、
天
下
之
人
皆

蒙
レ

之
也
。
善
曰
、
尚
書
、
王
曰
、
一
人
有
レ

慶
、
兆
民
頼
レ

之
。】

（
一
人
に)

慶
び
有
れ
ば
、
兆
民
は
之
を
賴
る
。【
銑
曰
は
く
、
慶
は
善
な
り
。
賴
は
蒙
な
り
。
言
ふ

よ
ろ
こ

か
う
ぶ
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こ
こ
ろ
は
、
天
子
に
善
德
有
れ
ば
、
天
下
の
人
は
皆
、
之
を
蒙
る
と
な
り
。
善
曰
は
く
、
尚
書
に
、

王
曰
は
く
、
一
人
に
慶
び
有
れ
ば
、
兆
民
は
之
を
頼
る
。】）

《
参
考
７
》『
三
国
志
』（
呉
書
）
巻
第
五
十
八
「
陸
遜
傳
第
十
三
」

縣
、
連
年
亢
旱
。
遜
開
倉
穀
、
以
振
貧
民
、
勸
督
農
桑
、
百
姓
蒙
レ

賴
。

（
縣
、
連
年
亢
旱
あ
り
。
遜
、
倉
穀
を
開
き
、
以
て
貧
民
を
振
る
ひ
、
農
桑
を
勸
督
め
て
、
百
姓
は
賴

す

す

を
蒙
る
。）

か
う
ぶ

《
参
考
８
》
智
顗
『
金
光
明
経
文
句
』
巻
第
五
「
釈
四
天
王
品
」（0074a

）

師
既
秉
レ

法
來
儀
。王
須
專
レ

心
聽
受
。王
若
勤
レ

聽
、天
亦
勤
レ

護
。所
以
、加
二

於
可
一レ

加
、護
二

於
可
一レ

護
。

一
人
有
二

慶
頼
一

及
二

萬
方
一

、
王
身
與
レ

國
、
安
隱
無
レ

患
。

（
師
既
に
法
を
秉
り
て
來
儀
す
。
王
須
く
心
を
專
ら
に
し
て
聽
受
す
べ
し
。
王
若
し
聽
く
に
勤
む
れ

と

も
は

も

ば
、
天
も
亦
護
る
に
勤
む
。
所
以
に
、
加
ふ
る
べ
き
を
加
へ
、
護
る
べ
き
を
護
る
。
一
人
に
慶
頼
有

ま
た

そ
の
ゆ
ゑ

れ
ば
萬
方
に
及
び
、
王
身
國
と
與
に
、
安
隱
と
し
て
患
ひ
無
か
ら
ん
。）

と
も

潘
安
仁
「
藉
田
賦
」
の
一
節
は
、
仮
に
五
臣
注
を
参
考
に
す
れ
ば
、
天
子
一
人
に
善
徳
が
具
わ
っ
て
い

れ
ば
百
姓
も
ま
た
そ
の
恩
沢
を
享
受
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、『
三
国
志
』
の
例
は
陸
遜
の
善
政
に
よ

っ
て
百
姓
が
救
わ
れ
、『
金
光
明
経
文
句
』
の
一
節
も
王
に
「
慶
頼
」
が
あ
れ
ば
王
身
と
国
と
が
安
ら
か

に
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
日
本
書
紀
の
当
該
例
に
対
し
て
、
前
者
二
例
は
百
姓
が
為
政
者
の
恩
沢
を

享
受
す
る
点
に
お
い
て
文
脈
を
同
じ
く
し
、
後
者
一
例
は
語
構
成
が
一
致
す
る
。
い
ず
れ
も
類
例
に
過
ぎ

な
い
が
、「
恩
頼
」
と
い
う
表
記
・
表
現
を
捉
え
る
に
あ
た
っ
て
参
考
と
な
る
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

漢
字
表
記
「
恩
頼
」
は
類
例
を
漢
籍
や
仏
典
に
見
出
し
得
る
表
現
だ
が
、
そ
の
場
合
、「
一
人
有
レ

慶
」

等
と
あ
る
通
り
、
天
子
や
王
そ
の
人
自
身
に
善
徳
の
あ
る
こ
と
が
前
提
と
し
て
示
さ
れ
る
。
一
方
、
仮
に

「
ミ
タ
マ
ノ
フ
ユ
」
と
い
う
訓
を
参
考
に
し
て
「
恩
頼
」
を
捉
え
た
場
合
、
天
神
や
皇
祖
の
よ
う
な
天
皇

自
身
に
留
ま
ら
な
い
加
護
・
恩
沢
を
言
う
点
に
お
い
て
、
漢
籍
や
仏
典
の
類
例
に
応
じ
た
理
解
と
は
や
や

異
な
る
意
義
を
言
い
含
め
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
古
典
中
国
語
と
し
て
の
解
釈
と
古
訓
の
示
す
解
釈

と
の
間
に
隔
た
り
が
あ
る
と
言
え
る
。
あ
く
ま
で
古
訓
は
後
に
付
会
さ
れ
た
擬
古
的
な
も
の
と
見
る
余
地

が
あ
り
、
日
本
書
紀
が
古
典
中
国
語
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
拠
っ
て
立
つ
の
で
あ
れ
ば
、
漢

籍
や
仏
典
の
類
例
に
応
じ
た
漢
語
と
し
て
の
解
釈
を
採
用
す
る
べ
き
だ
ろ
う
（
注

）。
39

し
か
し
、
そ
の
場
合
は
大
己
貴
命
と
少
彦
名
命
に
「
善
徳
」
の
あ
る
こ
と
が
言
い
含
め
ら
れ
、
同
一
の

一
書
内
部
の
後
文
に
高
皇
産
霊
尊
が
少
彦
名
命
を
指
し
て
言
う
「
吾
所
産
兒
、
凡
有
二

一
千
五
百
座
一

。
其

中
一
兒
最
惡
、
不
レ

順
二

教
養
一

。（
吾
が
産
み
し
兒
、
凡
て
一
千
五
百
座
有
り
。
其
の
中
に
一
の
兒
最
惡

う

こ

す
べ

ち
は
し
ら
あ
ま
り
い
ほ
は
し
ら

ひ
と
り

い
と
つ
ら

く
し
て
、
教
養
に
順
は
ず
。）」
と
い
う
記
述
と
の
間
に
矛
盾
を
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
大
己

を
し
へ
ご
と

し
た
が

貴
命
と
少
彦
名
命
の
二
神
が
「
戮
レ

力
一
レ

心
（
力
を
戮
せ
心
を
一
に
し
て
）」
し
て
天
下
の
経
営
に

ち
か
ら

あ
は

こ
こ
ろ

ひ
と
つ

あ
た
る
が
、
漢
籍
や
仏
典
に
見
え
る
「
一
人
有
レ

慶
」
等
の
天
子
や
王
の
一
人
を
指
し
て
言
う
発
想
に
も

反
す
る
。
そ
の
た
め
、
漢
籍
や
仏
典
の
類
例
に
応
じ
た
解
釈
に
も
従
い
難
い
。

日
本
書
紀
に
「
恩
頼
」
は
孤
例
だ
が
、
そ
の
類
句
と
し
て
「
ミ
タ
マ
ノ
フ
ユ
」
と
い
う
古
訓
を
持
つ
介

詞
「
頼
」
の
用
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
分
析
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
解
釈
の
指
針
を
得
た
い
。
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八
、
介
詞
「
頼
」
の
賓
語
と
用
法

賓
語
（
目
的
語
）
を
伴
っ
て
動
詞
の
前
に
置
か
れ
る
介
詞
「
頼
」
は
、「
～
に
依
っ
て
」「
～
の
お
か

げ
で
」
の
意
と
さ
れ
る
（
注

）。
日
本
書
紀
に
介
詞
「
頼
」
の
用
例
を
求
め
れ
ば
、「
頼
」
字
と
賓
語
と
の

40

間
に
「
以
」「
於
」
を
挿
む
も
の
を
含
め
て
全

例
が
確
認
さ
れ
る
（
注

）。
次
に
整
理
す
る
通
り
、
こ

15

41

れ
ら
に
は
「
天
皇
」「
霊
」「
威
」
等
を
賓
語
に
持
つ
と
い
う
共
通
点
が
見
出
さ
れ
る
。

《
参
考
９
》
介
詞
「
頼
」
の
用
例

神
武
紀
③

：
頼
以
皇
天
之
威
（
頼
る
に
皇
天
の
威
を
以
て
し
て
）

か
う
ぶ

あ
ま
つ
か
み

い
き
ほ
ひ

も

β

垂
仁
紀
⑥

：
頼
聖
帝
之
神
靈
（
聖

帝
の
神

靈
に
頼
り
て
）

ひ
じ
り
の
み
か
ど

み
た
ま
の
ふ
ゆ

よ

β

景
行
紀
⑦

：
頼
天
皇
之
神
靈
（
天

皇
の
神

靈
に
頼
り
て
）、

す
め
ら
み
こ
と

み
た
ま
の
ふ
ゆ

よ

β

頼
皇
靈
之
威
（
皇
靈
の
威
に
頼
り
て
）、

み
た
ま

ふ
ゆ

よ

頼
神
祇
之
靈
（
神

祇
の

靈

に
頼
り
）、

あ
ま
つ
か
み
く
に
つ
か
み

み
た
ま
の
ふ
ゆ

よ

頼
皇
威
（
皇
の
威
に
頼
り
て
）

き
み

み
い
き
ほ
ひ

よ

神
功
紀
⑨

：
頼
皇
祖
之
靈
（
皇
祖
の

靈

を
頼
り
て
）

お
ほ
み
お
や

み
た
ま
の
ふ
ゆ

か
う
ぶ

β

雄
略
紀
⑭

：
頼
於
天
皇
（
天

皇
の

頼

に
）

す
め
ら
み
こ
と

み
た
ま
の
ふ
ゆ

α

武
烈
紀
⑯

：
頼
皇
天
翼
戴
（
又
皇
天
の
翼
け
戴
ふ

頼

に
よ
り
て
）

ま
た
あ

め

た
す

た
ま

み
た
ま
の
ふ
ゆ

α

欽
明
紀
⑲

：
翳
頼
天
皇
（
天
皇
の

頼

に
翳
れ
ば
）

み
た
ま
の
ふ
ゆ

か
く

α

頼
可
畏
天
皇
之
靈
（
可
畏
き
天
皇
の

靈

に
頼
ら
む
）

か
し
こ

み
た
ま
の
ふ
ゆ

よ

孝
徳
紀
㉕

：
頼
天
皇
聖
化
（
天

皇
の
聖
化
に
頼
み
て
）

す
め
ら
み
こ
と

み
お
も
ぶ
け

た
の

α

斉
明
紀
㉖

：
頼
天
皇
護
念
（
天

皇
の
護
念
に
頼
り
て
）

す
め
ら
み
こ
と

み
め
ぐ
み

か
う
ぶ

α

天
武
上
㉘

：
頼
神
祇
之
靈
（
神

祇
の

靈

に
頼
り
）、

あ
ま
つ
か
み
く
に
つ
か
み

み
た
ま
の
ふ
ゆ

よ

β

天
武
下
㉙

：
頼
三
寶
之
威
（
三
寶
の

威

に
頼
り
て
）

さ
む
ぼ
う

か
し
こ
き
み
た
ま
の
ふ
ゆ

よ

β

日
本
書
紀
区
分
論
の
各
群
を
問
わ
ず
、介
詞
「
頼
」の
用
法
が
確
認
さ
れ
る
。い
ず
れ
も
天
神
・
皇
祖
・

天
皇
等
の
加
護
・
恩
沢
を
百
姓
な
い
し
群
臣
が
享
受
す
る
と
い
う
影
響
関
係
の
あ
る
こ
と
は
共
通
し
、
こ

の
点
に
お
い
て
は
前
掲
の
漢
籍
・
仏
典
の
用
例
と
も
通
じ
る
。
し
か
し
、
漢
籍
・
仏
典
で
は
天
子
や
王
そ

の
人
自
身
の
善
徳
に
よ
る
加
護
・
恩
沢
を
指
す
の
で
あ
っ
て
、こ
れ
を
「
霊
」「
威
」
等
と
結
び
付
け
て
天

皇
自
身
に
加
え
て
天
神
・
皇
祖
を
言
い
含
め
る
点
は
日
本
書
紀
に
特
徴
的
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

つ
ま
り
、
介
詞
「
頼
」
の
用
法
は
全
巻
に
共
通
す
る
が
、
そ
の
賓
語
に
何
を
置
く
の
か
と
い
う
点
で
は

全
巻
一
様
で
は
な
い
と
言
え
る
。そ
こ
で
、加
護
・
恩
沢
の
付
与
が
天
皇
自
身
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
か
、

も
し
く
は
天
神
・
皇
祖
・
三
宝
等
を
含
む
天
皇
自
身
を
超
越
し
た
霊
威
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
か
、
介
詞

「
頼
」
の
賓
語
の
内
容
に
応
じ
て
分
類
す
れ
ば
各
区
分
の
趨
勢
が
明
ら
か
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
は

群
に
見
ら
れ
、
後
者
は

群
に
確
認
さ
れ
、
そ
の
使
用
傾
向
は
明
確
に
異
な
る
。

群
の
よ
う
に
天
皇

α

β

α

自
身
の
威
徳
に
統
治
の
拠
り
所
を
求
め
る
こ
と
は
、
潘
安
仁
「
藉
田
賦
」
に
「
一
人
有
レ

慶
」
と
あ
る
よ

う
に
漢
籍
や
仏
典
の
類
例
に
も
通
じ
る
用
法
と
言
え
る
。
し
か
し
、

群
の
よ
う
に
天
神
・
皇
祖
・
三
宝

β

等
を
含
む
天
皇
自
身
を
超
越
し
た
霊
威
に
求
め
る
例
は
漢
籍
や
仏
典
に
見
出
し
難
い
。
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た
だ
し
、
神
武
紀
「
頼
以
二

皇
天
之
威
一

」
と
武
烈
紀
「
頼
二

皇
天
翼
戴
一

」
は
区
分
を
越
え
て
同
じ
「
皇

天
」
と
い
う
語
句
を
使
用
す
る
。

両
群
に
見
え
る
介
詞
「
頼
」
の
用
法
の
相
違
を
明
ら
か
に
す
る
た

α
β

め
に
も
、
こ
れ
ら
の
「
皇
天
」
が
具
体
的
に
何
を
指
す
も
の
か
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

神
武
紀
「
頼
以
二

皇
天
之
威
一

」
の
「
皇
天
」
は
天
神
・
皇
祖
・
三
宝
等
を
含
む
天
皇
自
身
を
超
越
し
た

霊
威
を
指
す
も
の
と
考
え
て
問
題
な
い
。
当
該
例
は
東
征
を
終
え
た
神
武
が
橿
原
に
都
を
定
め
る
こ
と
を

宣
言
す
る
中
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
東
征
の
途
上
に
「
皇
天
之
威
」
に
対
応
す
る
具
体
的
な
内
容

が
示
さ
れ
る
。

《
本
文
５
》『
日
本
書
紀
』
巻
三
（
神
武
紀
・

群
）
即
位
前
紀
戊
午
年
四
月
条

β

天
皇
憂
之
、乃
運
二

神
策
於
冲
衿
一

曰
、「
今
我
是
日
神
子
孫
、而
向
レ

日
征
レ

虜
、此
逆
二

天
道
一

也
。不
レ

若
、

退
還
示
レ

弱
、
禮
二

祭
神
祇
一

、
背
負
二

日
神
之
威
一

、
隨
レ

影
壓
躡
。
如
レ

此
、
則
曾
不
レ

血
レ

刃
、
虜
必
自

敗
矣
。」

（
天

皇
憂
へ
た
ま
ひ
て
、
乃
ち
神

策
を
冲
衿
に
運
め
た
ま
ひ
て
曰
は
く
、「
今
我
は

す
め
ら
み
こ
と
う
れ

す
な
は

あ
や
し
き
は
か
り
こ
と

み
こ
こ
ろ
の
う
ち

さ
だ

の
た
ま

い
ま
や
つ
か
れ

是
日
神
の
子
孫
に
し
て
、
日
に
向
ひ
て
虜
を
征
つ
は
、
此
天
道
に
逆
れ
り
。
若
か
じ
、
退
き
還
り

こ
れ
ひ
の
か
み

う
み
の
こ

ひ

む
か

あ
た

う

こ
れ
あ
め
の
み
ち

さ
か

し

し
り
ぞ

か
へ

て
弱
き
こ
と
を
示
し
て
、

神

祇

を
禮
び
祭
ひ
て
、
背
に
日
神
の
威
を
負
ひ
た
て
ま
つ

よ
わ

し
め

あ
ま
つ
や
し
ろ
く
に
つ
や
し
ろ

ゐ
や

い
は

そ
び
ら

み
い
き
ほ
ひ

お

り
て
、
影
の
隨
に
壓
ひ
躡
み
な
む
に
は
。
此
の
如
く
せ
ば
、
曾
て
刃
に
血
ら
ず
し
て
、
虜
必
ず
自

み
か
げ

ま
に
ま

お
そ

ふ

か
く

ご
と

か
つ

は

ち
ぬ

あ
た

お
の

づ
か
ら
に
敗
れ
な
む
」
と
の
た
ま
ふ
。）

や
ぶ

《
本
文
６
》『
日
本
書
紀
』
巻
三
（
神
武
紀
・

群
）
即
位
前
紀
己
未
年
三
月
条

β

三
月
辛
酉
朔
丁
卯
、
下
レ

令
曰
、「
自
二

我
東
征
一

、
於
茲
六
年
矣
。
頼
以
二

皇
天
之
威
一

、
凶
徒
就
戮
。

雖
二

邊
土
未
レ

清
、
餘
妖
尚
梗
一

、
而
中
洲
之
地
、
無
二

復
風
塵
一

。
誠
宜
恢
二

廓
皇
都
一

、
規
二

摹
大
壯
一

。」

（
三
月
の
辛

酉
の
朔
丁

卯
に
、
令
を
下
し
て
曰
は
く
、「
我

東

を
征
ち
し
よ
り
、
茲

や
よ
い

か
の
と
の
と
り

つ
い
た
ち
ひ
の
と
の
う
の
ひ

の
り
ご
と

く
だ

の
た
ま

わ
れ
ひ
む
が
し
の
か
た

う

こ
こ

に
六
年
に
な
り
に
た
り
。
頼
る
に
皇
天
の
威
を
以
て
し
て
、
凶
徒
就
戮
さ
れ
ぬ
。
邊
の
土
未

む
と
せ

ひ
た
ぶ

あ
ま
つ
か
み

い
き
ほ
ひ

も

あ

た

こ

ろ

ほ
と
り

く
に
い
ま

だ
清
ら
ず
、
餘
の
妖
尚
梗
れ
た
り
と
雖
も
、中
洲
之
地
、
復
風
塵
無
し
。
誠
に
皇
都
を
恢
き
廓

し
づ
ま

の
こ
り

わ
ざ
は
ひ
な
ほ
あ

い
へ
ど

う
ち
つ
く
に

ま
た
さ
わ
ぎ
な

ま
こ
と

み
や
こ

ひ
ら

ひ
ろ

め
て
、
大
壯
を
規
り
摹
る
べ
し
。」）

お
ほ
と
の

は
か

つ
く

東
征
の
途
上
に
お
い
て
は
、
神
武
の
発
言
の
中
に
「
背
負
二

日
神
之
威
一

」
と
見
え
る
。
こ
こ
に
言
う
「
日

神
」
と
は
具
体
的
に
「
天
照
大
神
」
等
の
天
神
を
指
す
も
の
で
あ
り
（
注

）、
以
降
、
神
武
が
皇
祖
神
の

42

威
徳
を
背
景
に
凶
徒
を
誅
伐
し
た
こ
と
が
繰
り
返
し
語
ら
れ
る
。
こ
の
表
現
は
神
武
紀
「
頼
以
二

皇
天
之

威
一

」
に
対
応
す
る
具
体
的
な
内
容
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、「
皇
天
」
は
具
体
的
に
「
日
神
」（
天

照
大
神
）
を
指
し
、

群
に
見
え
る
介
詞
「
頼
」
の
使
用
傾
向
か
ら
外
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
天
皇
自
身

β

を
超
越
し
た
霊
威
に
統
治
の
拠
り
所
を
求
め
る
も
の
と
解
釈
で
き
る
。

一
方
、
武
烈
紀
「
頼
二

皇
天
翼
戴
一

」
の
「
皇
天
」
は
神
武
紀
の
例
と
表
記
上
は
同
じ
も
の
だ
が
、
両
者

の
意
味
合
い
を
同
様
に
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
武
烈
紀
「
頼
二

皇
天
翼
戴
一

」
の
「
皇
天
」

を
天
神
等
の
意
に
捉
え
た
場
合
、
あ
た
か
も
天
神
が
臣
下
と
し
て
天
皇
を
補
佐
す
る
意
と
な
り
、
天
神
と

天
皇
の
上
下
関
係
が
逆
転
し
か
ね
な
い
た
め
で
あ
る
。
そ
の
点
、
漢
籍
に
お
け
る
「
翼
戴
」
の
例
を
確
認

す
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
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《
本
文
７
》『
日
本
書
紀
』
巻
十
六
（
武
烈
紀
・

群
）
即
位
前
紀

α

十
二
月
、
大
伴
金
村
連
、
平
二

定
賊
一

訖
、
反
二

政
太
子
一

。
請
レ

上
二

尊
號
一

曰
、
今
億
計
天
皇
子
、
唯
有
二

陛
下
一

。
億
兆
攸
レ

歸
、
曾
無
二

與
二
一

。
又
頼
二

皇
天
翼
戴
一

、
淨
二

除
凶
黨
一

。
英
略
雄
斷
、
以
盛
二

天
威

天
祿
一

。
日
本
必
有
レ

主
。
二々

日
本
一

者
、
非
二

陛
下
一

而
誰
。
伏
願
、
陛
下
仰
答
二

靈
祇
一

、
弘
二

宣
景
命
一

、

光
二

宅
日
本
一

。
誕
受
二

銀
郷
一

。

（
十
二
月
に
、
大
伴
金
村
連
、
賊
を
平
げ
定
む
る
こ
と
訖
り
て
、
政
を
太
子
に
反
し
た
て
ま
つ
る
。

し

は

す

あ
た

た
ひ
ら

し
づ

を
は

ま
つ
り
ご
と

か
へ

尊
號
を
上
ら
む
と
請
し
て
曰
さ
く
、「
今
、
億
計
天
皇
の
子
、
唯
陛
下
の
み
有
し
ま
す
。
億

兆

み

な

た
て
ま
つ

ま
う

ま
う

い
ま

お
け
の
す
め
ら
み
こ
と

み
こ

き

み

ま

お
ほ
み
た
か
ら

の

歸

る
攸
、
曾
て
與
二
つ
無
し
。
又
皇
天
の
翼
け
戴
ふ

頼

に
よ
り
て
、
凶
黨
を
淨
ひ
除

よ
り
た
て
ま
つ

と
こ
ろ

か
つ

ま
た
ふ
た

な

ま
た
あ

め

た
す

た
ま

み
た
ま
の
ふ
ゆ

あ

た

は
ら

の
ぞ

き
つ
。
英

略

雄

斷
は
、
以
て
天
威
天
祿
を
盛
に
せ
り
。
日
本
に
は
必
ず
主
有

す
ぐ
れ
た
る
は
か
り
こ
と
を
を
し
き
た
ば
か
り

こ
れ
を
も

あ
ま
つ
い
き
ほ
ひ
あ
ま
つ
し
る
し

さ
か
り

や
ま
と

か
な
ら

き
み
ま

し
ま
す
。
日
本
に
主
ま
さ
む
に
は
、
陛
下
に
非
ず
し
て
誰
ぞ
。
伏
し
て
願
は
く
は
、
陛
下
、
仰
ぎ
て

き
み

き

み

あ
ら

た

ふ

ね
が

お
ふ

靈

祇
に
答
し
た
ま
ひ
て
、
景
き
な
る
命
を
弘
め
宣
べ
、
日
本
に
光
り
宅
し
ま
せ
。
誕
き
に

あ
ま
つ
か
み
く
に
つ
か
み

ま
う

お
ほ

み
こ
と

ひ
ろ

の

て

ま

お
ほ

銀

郷
を
受
け
た
ま
へ
。」
と
ま
う
す
。）

た
か
ら
の
く
に

う

《
参
考

》『
春
秋
左
傳
注
疏
』
巻
第
四
十
五
「
昭
公
九
年
」

10

叔
向
謂
二

宣
子
一

曰
、
文
之
伯
也
、
豈
能
改
レ

物
。
翼
二

戴
天
子
一

、
而
加
レ

之
以
レ

共
。

（
叔

向
、
宣
子
に
謂
ひ
て
曰
く
、
文
の
伯
た
る
や
、
豈
に
能
く
物
を
改
め
ん
や
。
天
子
を
翼
戴
し

し
ゆ
く
き
や
う

せ
ん
し

い

い
は

ぶ
ん

は
く

あ

よ

も
の

あ
ら
た

て
ん
し

よ
く
た
い

て
、
之
を
加
ふ
る
に
共
を
以
て
せ
り
。）

《
参
考

》『
漢
書
』
巻
第
四
十
九
「
爰
盎
鼂
錯
傳
第
十
九
（
鼂
錯
伝
）」

11

上
親
策
詔
之
曰
、
惟
十
有
五
年
九
月
壬
子
、
皇
帝
曰
、
昔
者
（
中
略
）
高
皇
帝
親
除
二

大
害
一

、
去
二

亂

從
一

、
並
建
二

豪
英
一

、
以
爲
二

官
師
一

。
爲
二

諫
爭
一

、
輔
二

天
子
之
闕
一

、
而
翼
二

戴
漢
宗
一

也
。
頼
二

天
之
靈
・

宗
廟
之
福
一

、
方
内
以
安
、
澤
及
二

四
夷
一

。

（
上
親
ら
策
り
て
詔
し
て
曰
は
く
、「
惟
十
有
五
年
九
月
壬
子
、
皇
帝
曰
は
く
、『
昔
者
（
中
略
）

み
づ
か

は
か

み
こ
と
の
り

の
た
ま

こ
れ

む
か
し

高
皇
帝
親
ら
大
害
を
除
き
、
亂
從
を
去
り
、
並
び
に
豪
英
を
建
て
、
以
て
官
の
師
と
爲
す
。
諫
爭

み
づ
か

ら
ん
し
や
う

を
爲
し
て
、
天
子
の
闕
を
輔
け
、
漢
宗
を
翼
戴
せ
し
む
。
天
の
靈
・
宗
廟
の
福
に
頼
り
て
、
方
内
は

た
す

以
て
安
く
、
澤
は
四
夷
に
及
ぶ
。）

め
ぐ
み

漢
籍
に
「
翼
戴
」
を
用
い
る
場
合
、《
参
考

》『
春
秋
秋
左
傳
注
疏
』の
用
例
に
示
し
た
通
り
「
翼
二

10

戴
天
子
一

」
と
い
う
表
現
が
大
半
を
占
め
、
こ
の
場
合
に
は
「
臣
下
が
天
子
（
の
命
令
）
を
輔
翼
し
推
戴

す
る
」
意
を
示
す
。
特
に
《
参
考

》『
漢
書
』「
鼂
錯
伝
」
で
は
、
豪
傑
英
俊
を
官
吏
に
登
用
す
る
こ

11

と
に
よ
っ
て
漢
王
朝
を
主
と
仰
い
で
補
佐
さ
せ
、
天
神
や
祖
先
の
加
護
を
享
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
天
下
万

民
は
恩
沢
を
蒙
る
と
の
一
節
が
見
え
る
。
つ
ま
り
、
臣
下
が
天
子
を
翼
戴
す
る
の
で
あ
っ
て
、
天
神
は
加

護
を
授
け
る
立
場
に
あ
る
。
こ
れ
を
参
考
に
す
る
限
り
、
武
烈
紀
の
当
該
例
に
お
い
て
天
照
大
神
等
の
天

神
を
「
皇
天
」
の
指
す
具
体
的
な
内
容
と
捉
え
て
は
、
皇
祖
神
を
臣
下
と
等
し
く
扱
う
こ
と
に
な
り
か
ね

な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
の
「
皇
天
」
は
神
代
紀
に
見
え
る
よ
う
な
神
話
に
連
な
る
天
神
・
皇
祖
等
を

指
す
の
で
は
な
く
、
具
体
的
に
何
を
指
す
に
せ
よ
、
神
武
紀
「
頼
以
二

皇
天
之
威
一

」
の
「
皇
天
」
と
は
異

な
る
意
味
合
い
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
に
確
認
し
た
通
り
、
介
詞
「
頼
」
の
賓
語
に
何
が
置
か
れ
る
の
か
を
考
え
た
場
合
、

両

α
β

群
の
使
用
傾
向
に
相
違
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
賓
語
に
は
、

群
で
は
天
皇
自
身
の
威
徳
に
依

α

-
2
0
-



る
表
現
が
用
い
ら
れ
、

群
で
は
天
神
・
皇
祖
・
三
宝
等
を
含
む
天
皇
自
身
を
超
越
し
た
霊
威
を
表
す
表

β

現
が
置
か
れ
る
。
神
武
紀
「
頼
以
二

皇
天
之
威
一

」
と
武
烈
紀
「
頼
二

皇
天
翼
戴
一

」
と
を
比
べ
れ
ば
、
確
か
に

賓
語
「
皇
天
」
が
両
群
に
共
通
し
て
使
用
さ
れ
る
が
、
表
記
上
は
同
じ
で
も
具
体
的
に
指
し
示
す
内
容
の

異
な
る
こ
と
は
上
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
介
詞
「
頼
」
の
用
法
は
百
姓
が
統
治
者
の
恩
沢
を
享
受
す
る
と

い
う
点
で
は
両
群
に
共
通
す
る
が
、
そ
の
賓
語
の
相
違
に
よ
っ
て
、
両
群
の
特
質
に
相
違
の
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
。こ
の
よ
う
な
両
群
の
基
本
姿
勢
に
照
ら
し
て
考
え
れ
ば
、
群
に
帰
属
す
る
神
代
紀
「
恩
頼
」

β

も
大
己
貴
命
と
少
彦
名
命
と
い
う
二
神
の
恩
沢
を
指
す
も
の
と
理
解
す
る
べ
き
だ
ろ
う
。

九
、
介
詞
「
頼
」
の
類
句

神
代
紀
「
蒙
二

恩
頼
一

」
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
介
詞
「
頼
」
の
用
法
に
は
種
々
の
類
句
が
確
認
さ
れ

る
。
た
と
え
ば
「
頼
」（
か
う
ぶ
る
・
か
が
ふ
る
）
の
同
訓
異
字
で
あ
る
「
蒙
」「
被
」
や
、
介
詞
「
頼
」

の
賓
語
と
し
て
頻
用
さ
れ
る
「
～
之
威
」「
～
之
霊
」「
～
之
神
霊
」
と
い
う
表
現
の
う
ち
、
天
下
経
営

に
関
連
す
る
文
脈
を
持
つ
も
の
を
掲
出
す
れ
ば
次
の
通
り
と
な
る
。

《
参
考

》
介
詞
「
頼
」
の
類
句

12
神
代
上
①

：
蒙
恩
頼
（
恩

頼
を
蒙
れ
り
）

み
た
ま
の
ふ
ゆ

か
が
ふ

β

神
武
紀
③

：
背
負
日
神
之
威
（
背
に
日
神
の
威
を
負
ひ
た
て
ま
つ
り
て
）

そ
び
ら

み
い
き
ほ
ひ

お

β

景
行
紀
⑦

：
借
天
皇
之
威
（
天

皇
の
威
を
借
り
て
）、
被
神
恩
（
神
の
恩
を
被
り
）

す
め
ら
み
こ
と

み
い
き
ほ
ひ

か

か
み

め
ぐ
み

か
う
ぶ

β

神
功
紀
⑨

：
被
神
祇
之
教
（
神
祇
の
教
を
被
け
）、
蒙
神
祇
之
靈
（
神
祇
の
靈
を
蒙
り
）

み
こ
と

う

か
う
ぶ

β

欽
明
紀
⑲

：
假
天
皇
之
威
（
天
皇
の
威
を
假
ら
ず
は
）

み
い
き
ほ
ひ

か

α

蒙
上
天
擁
護
之
福
（
上
天
の
擁
き
護
る
福
を
蒙
り
）

あ

め

い
だ

ま
ぼ

い
き
ほ
ひ

か
う
ぶ

α
蒙
天
皇
威
靈
（
天
皇
の
威
靈
を
蒙
り
て
）

か
し
こ
き
み
た
ま

か
う
ぶ

α

孝
徳
紀
㉕

：
蒙
神
護
力
（
神
の
護
の
力
を
蒙
り
て
）

か
み

ま
も
り

ち
か
ら

か
う
ぶ

α

上
述
し
た
介
詞
「
頼
」
の
使
用
傾
向
と
同
様
に
、
そ
の
類
句
に
お
い
て
も

両
群
に
基
本
姿
勢
の
相

α
β

違
が
あ
る
も
の
と
見
て
問
題
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
景
行
紀
「
借
二

天
皇
之
威
一

」
と
孝
徳

紀
「
蒙
二

神
護
力
一

」
の

例
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
帰
属
す
る
区
分
の
使
用
傾
向
か
ら
は
外
れ
る
か

2

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
た
め
具
体
的
に
検
討
す
る
。

《
本
文
８
》『
日
本
書
紀
』
巻
七
（
景
行
紀
・

群
）
四
十
年
七
月
条

β

日
本
武
尊
、
乃
受
二

斧
鉞
一

、
以
再
拜
奏
之
曰
、「
嘗
西
征
之
年
、
頼
二

皇
靈
之
威
一

、
提
二

三
尺
劒
一

、
撃
二

熊
襲
國
一

。
未
レ

經
二

浹
辰
一

、
賊
首
伏
レ

罪
。
今
亦
頼
二

神
祇
之
靈
一

、
借
二

天
皇
之
威
一

、
往
臨
二

其
境
一

、

示
以
二

徳
教
一

、
猶
有
レ

不
レ

服
、
即
擧
レ

兵
撃
。」
仍
重
再
拜
之
。

（
日
本
武
尊
、
乃
ち
斧

鉞
を
受
り
て
、
再
拜
み
た
ま
ひ
て
奏
し
て
曰
さ
く
、「
嘗
、
西
を
征

す
な
は

を
の
ま
さ
か
り

う
け
た
ま
は

を

が

ま
う

ま
う

む
か
し

に
し
の
か
た

う

ち
し
年
に
、
皇
靈
の
威
に
頼
り
て
、
三
尺
劒
を
提
げ
て
、
熊
襲
國
を
撃
つ
。
未
だ
浹
辰
も
經

と
し

み
た
ま

ふ
ゆ

よ

み
じ
か
き
つ
る
ぎ

ひ
き
さ

く
ま
そ
が
く
に

う

い
ま

い
く
ば
く
の
と
き

へ

ず
し
て
、
賊
首
罪
に
伏
ひ
ぬ
。
今
亦
神

祇
の

靈

に
頼
り
、
天

皇
の
威
を
借
り

ひ
と
ご
の
か
み
つ
み

し
た
が

い
ま
ま
た
あ
ま
つ
か
み
く
に
つ
か
み

み
た
ま
の
ふ
ゆ

よ

す
め
ら
み
こ
と

み
い
き
ほ
ひ

か

-
2
1
-



て
、往
き
て
其
の
境
に
臨
み
て
、示
す
に
徳
教
を
以
て
せ
む
に
、猶
服
は
ざ
る
こ
と
有
ら
ば
、
即

ゆ

さ
か
ひ

の
ぞ

し
め

う
つ
く
し
び

も

な
ほ
ま
つ
ろ

す
な
は

ち
兵
を
擧
げ
て
撃
た
む
。」
と
ま
う
す
。
仍
り
て
重
ね
て
再
拜
み
ま
つ
る
。）

つ
は
も
の

あ

う

よ

か
さ

を

が

景
行
紀
「
借
二

天
皇
之
威
一

」
は
、
そ
の
周
辺
や
対
応
す
る
表
現
に
介
詞
「
頼
」
の
用
法
が
見
え
、
そ
の

賓
語
に
は
「
皇
靈
之
威
」「
神
祇
之
靈
」
が
置
か
れ
る
。
特
に
「
頼
二

神
祇
之
靈
一

」
は
当
該
例
「
借
二

天

皇
之
威
一

」
の
対
句
で
あ
り
、
合
わ
せ
れ
ば
神
祇
・
天
皇
の
霊
威
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

天
皇
自
身
を
超
越
し
た
霊
威
に
依
る
こ
と
を
表
現
す
る

群
の
使
用
傾
向
か
ら
、
景
行
紀
「
借
二

天
皇
之

β

威
一

」
も
外
れ
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

孝
徳
紀
「
蒙
二

神
護
力
一

」
は

群
の
中
で
も
例
外
と
し
て
位
置
付
け
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
前
後
の

α

文
脈
を
踏
ま
え
れ
ば
「
神
」
と
は
「
皇
祖
」
を
指
す
こ
と
が
明
確
で
あ
り
、

群
の
用
法
に
等
し
い
こ
と

β

が
わ
か
る
。

《
本
文
９
》『
日
本
書
紀
』
巻
二
十
五
（
孝
徳
紀
・

群
）
大
化
二
年
三
月
条

α

詔
二

東
國
々
司
等
一

曰
、
集
侍
群
卿
大
夫
及
臣
連
國
造
伴
造
、
幷
諸
百
姓
等
、
咸
可
レ

聽
之
。
夫
君
二

於
天

地
之
間
一

、
而
宰
二

萬
民
一

者
、
不
レ

可
二

獨
制
一

。
要
須
二

臣
翼
一

。
由
レ

是
、
代
々
之
我
皇
祖
等
、
共
二

卿
祖

考
一

倶
治
。
朕
復
思
下

欲
蒙
二

神
護
力
一

、
共
二

卿
等
一

治
上

。

（
東

國
の
國

司

等
に
詔
し
て
曰
は
く
、「
集
侍
る
群
卿
大
夫
及
び
臣
・
連
・
國
造
・

あ
づ
ま
の
く
に

く
に
の
み
こ
と
も
ち
た
ち

み
こ
と
の
り

の
た
ま

う
ご
な
は
り
は
べ

ま
へ
つ
き
み
た
ち
お
よ

お
み

む
ら
じ

く
に
の
み
や
つ
こ

伴
造
、
幷
て
諸
の
百
姓
等
、
咸
に
聽
る
べ
し
。
夫
れ
天
地
の
間
に
君
と
し
て

と
も
の
み
や
つ
こ

あ
は
せ

も
ろ
も
ろ

お
ほ
み
た
か
ら
ど
も

こ
と
ご
と
く

う
け
た
ま
は

そ

あ
め
つ
ち

あ
ひ
だ

き
み

萬

民

を
宰
む
る
こ
と
は
、
獨
り
制
む
べ
か
ら
ず
。
要
ず
臣
の
翼
を
須
ゐ
る
。
是
に
由

よ
ろ
づ
の
お
ほ
み
た
か
ら

を
さ

ひ
と

を
さ

か
な
ら

ま
へ
つ
き
み

た
す
け

も
ち

こ
れ

り
て
、代
代
の
我
が
皇
祖
等
、
卿
が
祖
考
と
共
に
倶
に
治
め
た
ま
ひ
き
。朕
も
神
の
護
の
力
を
蒙

よ

よ

わ

す
め
お
や
た
ち

い
ま
し

み
お
や

と
も

と
も

を
さ

わ
れ

か
み

ま
も
り

ち
か
ら

か
う
ぶ

り
て
、
卿
等
と
共
に
治
め
む
と
思
欲
ふ
。」）

い
ま
し
た
ち

を
さ

お

も

当
該
例
直
前
の
「
我
皇
祖
等
、
共
二

卿
祖
考
一

倶
治
。」
が
当
該
例
「
朕
復
思
下

欲
蒙
二

神
護
力
一

、
共
二

卿

等
一

治
上

。」
と
対
応
し
て
お
り
、「
皇
祖
」
と
「
神
」
が
言
い
換
え
の
関
係
に
あ
る
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、

当
該
例
「
蒙
二

神
護
力
一

」
は
皇
祖
の
加
護
を
蒙
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
り
、
介
詞
「
頼
」
の
賓
語
に
天
皇

自
身
の
威
徳
を
示
す

群
の
基
本
姿
勢
か
ら
は
外
れ
る
こ
と
に
な
る
。た
だ
し
、「
皇
祖
」は
「
天
照
大
神
」と

α

同
様
に
比
較
的
新
し
い
概
念
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
注

）
。こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、孝
徳
紀
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「
蒙
二

神
護
力
一

」
は

群
の
用
例
で
は
あ
る
も
の
の
、
後
に
加
筆
さ
れ
た
た
め
に

群
に
類
す
る
用
法
と

α

β

な
っ
た
も
の
と
理
解
す
る
べ
き
だ
ろ
う
。

介
詞
「
頼
」
の
用
例
検
討
に
加
え
、
そ
の
類
句
の
用
法
を
検
証
し
た
。
そ
の
使
用
傾
向
に
は
概
ね
α
β

両
群
の
間
に
相
違
が
見
ら
れ
、
加
護
・
恩
沢
の
付
与
が
天
皇
自
身
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
か
、
も
し
く
は

天
神
・
皇
祖
・
三
宝
等
の
天
皇
を
超
越
し
た
存
在
に
よ
る
の
か
、
区
分
の
違
い
に
よ
り
介
詞
「
頼
」
の
賓

語
の
性
質
が
異
な
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

群
の
用
法
は
潘
安
仁
「
藉
田
賦
」
等
の
「
一
人
有
レ

慶
、
兆

α

民
賴
レ

之
。」
の
よ
う
な
漢
籍
や
仏
典
の
枠
組
み
の
中
に
捉
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

群
の
用
法
は
日

β

本
書
紀
に
特
徴
的
な
表
現
と
し
て
見
ら
れ
る
。
何
を
統
治
の
拠
り
所
と
す
る
の
か

両
群
の
間
に
相
違

α
β

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
違
い
が
何
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
の

か
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

-
2
2
-



十
、
皇
祖
神
ア
マ
テ
ラ
ス
の
成
立
と
介
詞
「
頼
」

日
本
書
紀
に
は
、
皇
祖
神
ア
マ
テ
ラ
ス
の
成
立
以
前
に
書
か
れ
た
部
分
（

群
）
と
、
成
立
以
後
に
書

α

か
れ
た
部
分
（

群
）
が
あ
り
、
そ
の
点
、
原
則
と
し
て
「
天
照
大
御
神
」
と
い
う
呼
称
を
統
一
し
て
用

β

い
る
古
事
記
と
は
一
線
を
画
す
る
（
注

）。
日
本
書
紀
区
分
論
の
進
展
と
合
わ
せ
て
、
皇
祖
神
と
し
て
の

44

ア
マ
テ
ラ
ス
の
誕
生
・
成
立
に
つ
い
て
も
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
具
体
的
に
解
き
明
か
さ
れ
て
き
た
。
特

に
ア
マ
テ
ラ
ス
の
呼
称
は
日
本
書
紀
各
巻
に
お
い
て
使
用
傾
向
が
異
な
り
、
こ
れ
と
同
様
に
「
皇
祖
」
と

い
う
概
念
に
も
偏
り
が
見
ら
れ
、
後
掲
す
る
《
表
Ｃ
》《
表
Ｄ
》
に
示
す
通
り
、
そ
れ
ら
の
偏
在
が
日
本

書
紀
区
分
論
と
関
係
付
け
て
論
じ
ら
れ
て
き
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
確
認
し
た
通
り
、
介
詞
「
頼
」
と
そ
の
類
句
の
賓
語
に
天
神
・
皇
祖
・
三
宝
等
の
天
皇
自

身
を
超
越
す
る
存
在
が
置
か
れ
る
例
は
、
お
お
よ
そ

群
に
偏
る
。
具
体
的
に
は
、
神
代
紀
上
①
「
蒙
恩

β

頼
」、
神
武
紀
③
「
背
負
日
神
之
威
」、
同
「
頼
以
皇
天
之
威
」、
景
行
紀
⑦
「
頼
皇
靈
之
威
」、
同
「
頼

神
祇
之
靈
」、
同
「
被
神
恩
」、
同
「
頼
皇
威
」、
神
功
紀
⑨
「
被
神
祇
之
教
」
同
「
頼
皇
祖
之
靈
」、
同

「
蒙
神
祇
之
靈
」、
天
武
上
㉘
「
頼
神
祇
之
靈
」、
天
武
下
㉙
「
頼
三
寶
之
威
」
で
あ
り
、
例
外
的
に
α

群
に
孝
徳
紀
㉕
「
蒙
神
護
力
」
も
あ
る
。
孝
徳
紀
の
例
は
詔
勅
中
の
用
例
で
あ
り
、《
表
Ｄ
》
の
通
り
孝

徳
紀
は
「
皇
祖
」
の
使
用
も
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
先
学
の
指
摘
に
従
っ
て
編
纂
の
最
終
段
階
に
お
け

る
加
筆
箇
所
と
捉
え
て
お
く
。

《
表
Ｃ
》
日
本
書
紀
に
お
け
る
「
ア
マ
テ
ラ
ス
」
に
関
す
る
呼
称
・
表
記
の
分
布

《
表
Ｄ
》
日
本
書
紀
に
お
け
る
「
皇
祖
」
等
の
用
例
分
布

天
神
・
皇
祖
・
三
宝
等
の
天
皇
自
身
を
超
越
す
る
存
在
に
よ
る
加
護
・
恩
沢
の
付
与
を
表
現
す
る
こ
と

諡号 巻
17 22 2

神代上 1
1 神代下 2
4 2 神武 3
1 綏靖

安寧
懿徳
孝昭
孝安
孝霊
孝元
開化

3 崇神 5
垂仁 6
景行
成務

1 仲哀 8
1 神功 9

応神 10
仁徳 11
履中
反正

1 允恭
安康
雄略 14
清寧
顕宗
仁賢
武烈 16
継体 17
安閑
宣化
欽明 19
敏達 20
用明
崇峻

1 推古 22
舒明 23

5 皇極 24
8 4 孝徳 25
2 斉明 26
2 天智 27

天武上 28 丙
1 天武下 29
4 持統 30

皇
祖
母

甲

15

18

21

（合計）

4

7

12

13

皇
祖
天
祖

群

β

丙

β
丁

丙

乙

丁

丙

α

β

α

-
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は
「
皇
祖
」
の
概
念
が
成
立
し
た
後
で
な
け
れ
ば
成
り
立
ち
得
な
い
た
め
、
如
上
の
例
が

群
に
偏
在
す

β

る
こ
と
も
当
然
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
注
目
す
る
べ
き
は
、
統
治
の
拠
り
所
を
提
示
す
る
際
に
使
用

さ
れ
る
概
念
が

群
と

群
と
の
間
で
異
な
る
点
に
あ
る
。
両
群
の
編
纂
段
階
が
皇
祖
神
ア
マ
テ
ラ
ス
の

α

β

誕
生
・
成
立
の
前
後
に
よ
っ
て
大
き
く
分
か
れ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
統
治
の
拠
り
所
に
対
す
る
考
え

方
が
、
天
皇
自
身
の
威
徳
に
よ
る
も
の
か
ら
皇
祖
を
言
い
含
め
た
天
皇
総
体
の
霊
威
に
よ
る
も
の
へ
と
展

開
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
両
群
が
同
じ
く
「
天
皇
」
と
い
う
表

記
を
用
い
て
い
た
と
し
て
も
、

群
と

群
の
間
に
お
い
て
当
該
表
記
の
示
す
概
念
が
異
な
る
と
見
る
余

α

β

地
も
あ
る
（
注

）。
す
な
わ
ち
、

群
の
垂
仁
紀
⑥
「
頼
聖
帝
之
神
靈
」、
景
行
紀
⑦
「
頼
天
皇
之
神
靈
」

45

β

も
表
記
上
で
は
「
聖
帝
」
や
「
天
皇
」
と
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
背
景
に
は
天
神
・
皇
祖
を
も
含
め
て

理
解
を
図
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
統
治
の
拠
り
所
に
対
す
る
考
え
方
の
転
換
が
、
編

纂
段
階
の
違
い
に
応
じ
て
現
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
注

）。
46

十
一
、
叙
述
方
法
の
転
換
と

群
の
特
質

β

神
代
紀
「
蒙
二

恩
頼
一

」
に
端
緒
を
得
て
介
詞
「
頼
」
の
解
釈
を
行
い
、
そ
の
用
例
に
古
典
中
国
語
の
枠

組
み
の
中
で
捉
え
る
べ
き
例
と
、
日
本
書
紀
に
特
徴
的
な
意
味
合
い
を
含
む
例
と
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

た
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
前
者
は
潘
安
仁
「
藉
田
賦
」
等
の
「
一
人
有
レ

慶
、
兆
民
賴
レ

之
。」
と
同
様
に
、

天
皇
自
身
の
威
徳
に
よ
っ
て
百
姓
に
加
護
・
恩
沢
が
行
き
渡
る
こ
と
を
表
し
、
後
者
は
天
神
・
皇
祖
・
三

宝
等
の
霊
威
を
背
景
と
し
た
天
皇
を
超
越
し
た
存
在
に
よ
る
加
護
・
恩
沢
を
表
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

両
者
の
違
い
は
日
本
書
紀
の
編
纂
段
階
に
よ
っ
て
生
じ
る
編
修
方
針
の
転
換
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
り
、

た
と
え
介
詞
「
頼
」
に
よ
る
同
じ
表
現
形
式
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
あ
る
い
は
同
じ
「
天
皇
」

と
い
う
漢
字
表
記
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
背
景
と
す
る
語
義
概
念
は
異
な
る
も
の
と
し
て
理
解

を
図
る
必
要
が
あ
る
。こ
れ
を
皇
祖
神
ア
マ
テ
ラ
ス
の
誕
生
・
成
立
と
結
び
付
け
て
考
え
る
な
ら
ば
、「
天

皇
」
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
統
治
の
拠
り
所
が
、
天
皇
単
体
の
威
徳
に
よ
る
も
の
か
ら
皇
祖
等

を
含
む
天
皇
を
超
越
し
た
存
在
の
霊
威
に
よ
る
も
の
へ
と
展
開
し
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
日
本
書
紀
の

編
纂
が
段
階
的
に
進
め
ら
れ
、
必
ず
し
も
編
修
方
針
が
各
群
に
お
い
て
統
一
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
日

本
書
紀
区
分
論
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
文
末
表
現
「
～
縁
也
。」
と
介
詞
「
頼
」
の
用
例
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、

両
群

α
β

の
間
に
叙
述
方
法
の
相
違
な
い
し
転
換
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
文
末
表
現
「
～
縁
也
。」
は

群
に

α

使
用
さ
れ
ず

群
に
専
用
さ
れ
、介
詞
「
頼
」は

群
に
漢
籍
や
仏
典
に
通
じ
る
用
法
が
見
ら
れ
る
一
方
、

β

α

群
は
日
本
書
紀
に
特
徴
的
な
用
法
へ
と
発
展
さ
せ
て
用
い
た
。
ど
ち
ら
も
漢
籍
や
仏
典
に
類
例
の
あ
る

β表
現
だ
が
、
特
に

群
は
こ
れ
ら
に
学
び
つ
つ
も
、
説
話
的
に
叙
述
す
る
方
法
を
文
末
表
現
「
～
縁
也
。」

β

に
よ
っ
て
鮮
明
に
し
、
皇
祖
神
ア
マ
テ
ラ
ス
と
い
う
新
た
な
概
念
の
開
発
に
合
わ
せ
て
、
天
皇
自
身
を
超

越
し
た
皇
祖
等
の
霊
威
に
統
治
の
拠
り
所
を
求
め
る
こ
と
を
介
詞
「
頼
」に
よ
っ
て
表
現
し
た
。
つ
ま
り
、

群
は
漢
語
漢
文
を
受
容
・
模
倣
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
規
範
か
ら
逸
脱
し
な
が
ら
も
、
自
ら
の

β叙
述
内
容
に
則
し
た
表
現
方
法
を
模
索
・
獲
得
し
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
和
化
漢
文
に
位

置
付
け
ら
れ
る

群
の
具
体
的
な
「
和
化
」
の
様
相
と
そ
の
特
質
と
は
、
如
上
の
創
意
を
含
め
て
捉
え
る

β

べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
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日
本
書
紀
の
利
用
し
た
漢
籍
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
學
と
中
國
文
學
（
上
）』（
塙

1
書
房
、
一
九
六
二
年
、
四
〇
二
頁
～
四
〇
四
頁
）
に
指
摘
が
あ
る
。
な
お
、
潤
色
に
利
用
さ
れ
た
類
書
に
つ
い
て

は
、
池
田
昌
広
「『
日
本
書
紀
』
の
出
典

︱
類
書
問
題
再
考
︱
」（『「
記
紀
」
の
可
能
性
』
所
収
、
監
修
：
鈴
木

靖
民
、
編
：
瀬
間
正
之
、
古
代
文
学
と
隣
接
諸
学

、
竹
林
舎
、
二
〇
一
八
年
四
月
）
に
整
理
さ
れ
る
一
連
の
研
究

10

に
詳
し
い
。

瀬
間
正
之
「
日
本
書
紀
開
闢
神
話
生
成
論
の
背
景
」（『
上
智
大
学
国
文
学
科
紀
要
』
第
十
七
号
、
二
〇
〇
〇
年
三

2
月
）
に
は
、「『
史
記
』『
漢
書
』『
東
観
漢
紀
』『
後
漢
書
』『
三
国
志
』
と
い
っ
た
大
陸
の
史
書
を
紐
解
い
て
も
、

時
代
は
降
る
が
、
そ
の
元
と
な
っ
た
複
数
の
資
料
は
早
く
か
ら
存
し
た
と
思
わ
れ
る
『
三
国
史
記
』『
三
国
遺
事
』

と
い
っ
た
半
島
の
史
書
を
転
読
し
て
も
『
日
本
書
紀
』
本
文
冒
頭
の
よ
う
な
生
成
論
は
見
あ
た
ら
な
い
。」（
一
三

三
頁
）
と
の
指
摘
が
見
え
、
日
本
書
紀
冒
頭
の
開
闢
神
話
と
六
朝
期
の
生
成
論
と
の
結
び
付
き
を
想
定
す
る
。

池
田
昌
広
「『
日
本
書
紀
』
は
「
正
史
」
か
」（『
鷹
陵
史
学
』
第
三
十
三
号
、
二
〇
〇
七
年
九
月
）
で
は
、「
紀
伝

3
体
へ
の
志
向
は
、
隋
志
以
降
の
唐
の
新
史
学
の
流
入
が
な
け
れ
ば
説
明
し
え
な
い
。」（
四
一
頁
）
と
し
て
、
紀
伝

体
で
は
な
く
「
通
史
」
体
へ
の
志
向
を
認
め
、
池
田
昌
広
「『
日
本
書
紀
』
書
名
論
序
説
」（『
佛
教
大
学
大
学
院
紀

要
』
第
三
十
五
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）
は
、
戸
川
芳
郎
「
帝
紀
と
生
成
論

︱
『
帝
王
世
紀
』
と
三
氣
五
運

︱
」（
同
『
漢
代
の
學
術
と
文
化
』
所
収
、
研
文
出
版
、
二
〇
〇
二
年
、
初
出
一
九
七
六
年
十
一
月
）
等
の
学
説

に
導
か
れ
な
が
ら
、「『
日
本
書
紀
』
は
六
朝
史
学
の
所
産
」（
一
〇
二
頁
）
と
位
置
付
け
る
。

特
に
語
法
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
中
村
宗
彦
「「
日
本
書
紀
」
に
お
け
る
『
時
』
の
接
続
用
法
」（『
大
谷
女
子
大
国

4
文
』
第
六
号
、
一
九
七
六
年
四
月
）
に
「「
日
本
書
紀
」
の
文
章
は
必
ず
し
も
正
統
的
・
古
文
的
な
漢
籍
に
学
ん
だ

も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、
特
に
神
代
紀
等
に
お
い
て
六
朝
・
唐
の
俗
語
小
説
類
や
漢
訳
仏
典
の
影
響
が
見
ら
れ
る

こ
と
は
夙
に
先
学
の
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
更
に
、
一
見
正
統
的
文
章
の
規
格
か
ら
外
れ
た
語
法
も
俗
語

小
説
類
に
由
来
す
る
も
の
か
、
或
は
本
邦
人
の
「
変
体
」
漢
文
に
属
す
る
も
の
か
判
別
し
難
い
場
合
も
存
在
す

る
。」（
一
頁
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

日
本
書
紀
区
分
論
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
山
田
英
雄
『
日
本
書
紀
』（
歴
史
新
書
〈
日
本
史
〉、
ニ
ュ

5
ー
ト
ン
プ
レ
ス
、
一
九
七
九
年
）、
森
博
達
『
日
本
書
紀
の
謎
を
解
く
』（
中
公
新
書
、
中
央
公
論
新
社
、
一
九
九

九
年
）、
遠
山
美
都
男
『
日
本
書
紀
の
読
み
方
』（
講
談
社
現
代
新
書
、
講
談
社
、
二
〇
〇
四
年
）、
瀬
間
正
之
『
記

紀
の
表
記
と
文
字
表
現
』（
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
五
年
）
等
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

森
博
達
『
古
代
の
音
韻
と
日
本
書
紀
の
成
立
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
九
一
年
）、
同
『
日
本
書
紀
の
謎
を
解
く
』

6
（
中
公
新
書
、
中
央
公
論
新
社
、
一
九
九
九
年
）、
同
『
日
本
書
紀
成
立
の
真
実

︱
書
き
換
え
の
主
導
者
は
誰

か
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
一
年
）
の
三
書
に
拠
る
。

拙
稿
「
日
本
書
紀
の
文
体
」（『「
記
紀
」
の
可
能
性
』
所
収
、
監
修
：
鈴
木
靖
民
、
編
：
瀬
間
正
之
、
古
代
文
学
と

7
隣
接
諸
学

、
竹
林
舎
、
二
〇
一
八
年
四
月
）
に
拠
る
。
当
初
は
各
区
分
を

群
・

群
・

群
・

群
と
呼
称

10

A1

A2

B

C

し
て
い
た
が
、
本
稿
で
は
甲
群
・
乙
群
・
丙
群
・
丁
群
に
改
め
た
。
森
博
達
氏
の
提
唱
す
る
区
分
論
と
の
関
係
に

つ
い
て
、
詳
し
く
は
拙
著
『
日
本
書
紀
段
階
編
修
論

︱
文
体
・
注
記
・
語
法
か
ら
み
た
多
様
性
と
多
層
性
︱
』

（
花
鳥
社
、
二
〇
二
一
年
二
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

群
と
丙
群
の
範
囲
が
異
な
る
こ
と
は
重
要
な
論
点
で
あ
る
。
森
博
達
『
古
代
の
音
韻
と
日
本
書
紀
の
成
立
』

8

β（
大
修
館
書
店
、
一
九
九
一
年
）
に
拠
れ
ば
、
巻
二
十
九
（
天
武
紀
下
）
の
訓
注
に
使
用
さ
れ
る
仮
名
に
倭
音
が

使
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
こ
の
巻
が

群
に
帰
属
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
多
く
の
和
習
を
含
む
こ
と
も
明

β

ら
か
に
し
た
。
そ
の
点
、
和
習
の
多
さ
は
丙
群
に
共
通
す
る
性
質
で
あ
り
、
丙
群
と
巻
二
十
九
（
天
武
紀
下
）
の

述
作
者
に
は
同
一
の
漢
語
漢
文
能
力
を
持
つ
人
物
群
が
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
文
体
的
特
徴
は
丙
群
と
巻

注
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森
博
達
『
日
本
書
紀
の
謎
を
解
く
』（
中
公
新
書
、
中
央
公
論
新
社
、
一
九
九
九
年
）
等
の
一
連
の
論
考
、
お
よ
び

9
内
田
正
男
『
日
本
書
紀
暦
日
原
典
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
七
七
年
）
等
の
指
摘
に
拠
る
。
こ
れ
ら
に
基
づ
き
、
瀬

間
正
之
「『
日
本
書
紀
』
と
『
古
事
記
』
の
成
立
時
期
を
考
え
る
」（『
古
代
史
研
究
の
最
前
線
日
本
書
紀
』、
洋
泉

社
、
二
〇
一
六
年
六
月
）
で
は
、
森
博
達
氏
の
区
分
論
に
つ
い
て
「

群
は
古
い
元
嘉
暦
を
用
い
る
が
、

群

α

β

（
神
武
天
皇
～
安
康
天
皇
二
年
〈
四
五
五
〉）
は
儀
鳳
暦
（
文
武
元
年
〈
六
九
七
〉
八
月
も
し
く
は
文
武
二
年
正
月

使
用
開
始
）
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
日
本
書
紀
』

群
（
雄
略
紀
）
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
、

群
は
文
武

α

β

朝
以
降
に
書
か
れ
た
と
す
る
『
日
本
書
紀
』
成
立
論
へ
と
展
開
し
た
。（
中
略
）「
ア
マ
テ
ラ
ス
」
の
成
立
が
文
武

朝
初
期
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

群
は
そ
れ
以
前
に
書
か
れ
、

群
と
『
古
事
記
』
は
そ
れ
以
降
に
書
か
れ
た
こ
と

α

β

と
な
る
。」（
二
〇
頁
～
二
二
頁
）
と
整
理
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
筑
紫
申
真
『
ア
マ
テ
ラ
ス
の
誕
生
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
講
談
社
、
二
〇
〇
二
年
、
初
出
一
九
六
二

10
年
）
に
は
「
ア
マ
テ
ラ
ス
の
誕
生
の
年
次
を
し
ぼ
っ
て
ゆ
き
ま
す
と
、
持
統
三
年
以
後
、
文
武
二
年
ま
で
の
十
年

ば
か
り
の
あ
い
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。」（
一
一
九
頁
）
と
の
指
摘
が
あ
り
、
新
谷
尚
紀
『
伊
勢
神
宮
と
出
雲

大
社

︱
「
日
本
」
と
「
天
皇
」
の
誕
生
︱
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
講
談
社
、
二
〇
〇
九
年
）
に
は
「
先
に
、

日
神
と
天
照
大
神
と
伊
勢
神
宮
の
三
者
に
つ
い
て
、
時
系
列
的
に
は
日
神
が
推
古
朝
で
先
行
し
、
そ
の
後
に
天
照

大
神
と
伊
勢
神
宮
が
続
く
と
述
べ
た
が
、
で
は
そ
の
天
照
大
神
の
登
場
の
時
期
は
い
つ
で
あ
ろ
う
か
。（
中
略
）
つ

ま
り
、
天
照
大
神
と
い
う
皇
祖
神
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
は
天
武
・
持
統
朝
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。」

（
七
九
頁
～
八
〇
頁
）
と
見
え
、
森
博
達
「
皇
祖
天
照
大
神
は
い
つ
誕
生
し
た
か

︱
『
日
本
書
紀
』
区
分
論
か

ら
史
実
を
探
る
︱
」（『
京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
十
九
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
）
に
は
「
皇
祖

神
と
し
て
の
「
天
照
大
神
」
は
、
文
武
朝
以
後
に
誕
生
し
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。」（
二
一
三
頁
）
と
も
あ
る
。

述
作
者
の
立
場
が
本
行
に
表
出
す
る
「
語
り
」
の
問
題
に
関
連
す
る
論
と
し
て
、
谷
口
孝
介
「
助
字
「
所
謂
」
の

11
語
性

︱
古
代
説
話
の
機
制
︱
」（『
同
志
社
国
文
学
』
第
二
十
六
号
、
一
九
八
六
年
三
月
）
で
は
「
記
紀
風
土
記

に
み
え
る
「
所
謂
」
は
説
話
末
に
あ
っ
て
、
伝
承
内
容
中
の
一
語
を
取
り
出
し
、
そ
の
伝
承
を
説
話
す
る
現
在
か

ら
価
値
付
け
る
働
き
を
担
っ
て
い
る
。」（
三
三
頁
）
と
の
指
摘
が
あ
り
、
谷
口
孝
介
「『
三
代
実
録
』
の
注
釈
形
式

︱
助
字
「
先
是
」
を
中
心
と
し
て
︱
」（
筑
波
大
学
文
芸
・
言
語
学
系
『
文
藝
言
語
研
究
・
文
藝
篇
』
第
四
十

五
巻
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）
に
お
い
て
も
、
注
釈
的
用
法
と
し
て
本
行
中
に
「
先
是
」
が
見
え
る
こ
と
を
指
摘
す

る
。
ま
た
、
是
澤
範
三
「
上
代
に
お
け
る
「
蓋
」
字
使
用
の
様
相
」（『
国
語
文
字
史
の
研
究
五
』
所
収
、
編
：
前

田
富
祺
、
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
五
月
）
で
は
、「
蓋
」
字
が
本
行
中
に
編
者
の
疑
惑
表
現
と
し
て
挿
入
さ
れ
る

こ
と
を
指
摘
す
る
。

本
稿
に
お
け
る
日
本
書
紀
の
引
用
は
、
本
文
は
『
日
本
書
紀
』（
監
訳
：
井
上
光
貞
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
七

12
年
）
所
収
の
林
勉
氏
の
校
訂
本
文
に
従
い
、
訓
読
は
古
訓
を
再
現
す
る
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
』（
校
注

：
坂
本
太
郎
・
家
永
三
郎
・
井
上
光
貞
・
大
野
晋
、
監
修
：
高
木
市
之
助
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
年
）
に
拠
り
、

注
釈
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
日
本
書
紀
』（
校
注
・
訳
：
小
島
憲
之
・
直
木
孝
次
郎
・
西
宮
一
民
・
蔵
中
進

・
毛
利
正
守
、
小
学
館
、
一
九
九
四
年
）
を
参
照
し
た
。
な
お
、
論
旨
に
関
わ
る
「
縁
」
字
の
訓
に
限
っ
て
は
新

編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
従
っ
て
「
え
に
」
と
改
め
た
。

谷
口
孝
介
「『
三
代
実
録
』
の
注
釈
形
式

︱
助
字
「
先
是
」
を
中
心
と
し
て
︱
」（
筑
波
大
学
文
芸
・
言
語
学
系

13
二
十
九
（
天
武
紀
下
）
と
の
間
に
お
い
て
明
ら
か
な
違
い
を
示
す
。
巻
二
十
九
（
天
武
紀
下
）
の
述
作
者
と
丙
群

諸
巻
の
述
作
者
と
は
、
資
質
を
同
じ
く
し
て
も
筆
癖
の
大
き
く
異
な
る
人
物
を
想
定
す
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。

群
β

に
即
し
て
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
の
内
部
に
も
加
筆
修
正
を
含
め
た
相
応
の
述
作
段
階
が
あ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

群
内
部
に
述
作
段
階
の
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
神
武
紀
冒
頭
部
の
位
置
付
け

︱
ア
マ
テ
ラ
ス
の
呼

β称
転
換
と
訓
注
の
重
出
・
不
順
を
め
ぐ
っ
て
︱
」（『
古
事
記
年
報
』
第
五
十
七
号
、
二
〇
一
五
年
一
月
）
に
お
い

て
も
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
な
お
、
巻
四
（
闕
史
八
代
）
は
大
半
を
系
譜
記
事
が
占
め
る
た
め
に
他
の
巻
と
文

体
が
大
き
く
異
な
り
、
前
掲
注
７
の
拙
論
に
示
し
た
文
体
的
特
徴
に
基
づ
く
検
証
方
法
の
通
用
す
る
と
こ
ろ
で
は

な
い
た
め
、
別
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
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た
と
え
ば
『
太
平
御
覧
』
巻
第
五
七
三
「
楽
部
第
十
一
歌
第
四
」
に
引
く
『
捜
神
記
』
の
一
節
で
は
、
淮
南
王
劉

14
安
が
琴
を
弾
い
て
歌
っ
た
故
事
に
続
い
て
「
今
所
謂
淮
南
操
是
也
。（
今
の
所
謂
「
淮
南
操
」
は
是
な
り
。）」
と
結
び
、

い
は
ゆ
る

こ
れ

述
作
現
在
に
伝
わ
る
歌
曲
名
の
由
縁
を
「
今
～
是
也
。」
と
い
う
形
式
に
よ
っ
て
記
載
す
る
。
渡
邉
義
浩
「「
古
典

中
國
」
に
お
け
る
史
學
と
儒
敎
」（
第
十
回
日
中
学
者
中
国
古
代
史
論
壇
論
文
集
『
学
際
化
す
る
中
国
学
』、
編
：

中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
・
一
般
財
団
法
人
東
方
学
会
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
九
年
六
月
）
に
は
「「
史
」
の

文
學
性
は
、
史
書
と
文
學
、
な
か
で
も
小
説
と
の
区
別
を
難
し
く
し
た
。
中
国
近
代
に
お
い
て
魯
迅
が
「
小
説
」

と
位
置
づ
け
た
『
捜
神
記
』・『
世
説
新
語
』
は
、
そ
れ
が
書
か
れ
た
当
該
時
代
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
も
「
史
」

で
あ
っ
た
。」（
三
三
頁
）
と
の
指
摘
が
あ
り
、
そ
の
点
、
日
本
書
紀
が
今
に
言
う
史
書
で
は
な
く
『
捜
神
記
』
の

よ
う
な
小
説
に
共
通
す
る
体
例
を
持
つ
こ
と
に
は
留
意
し
た
い
。
な
お
、『
捜
神
記
』
の
本
文
は
古
体
小
説
叢
刊

『
新
輯
捜
神
記
新
輯
捜
神
後
記
』（
輯
校
：
李
剣
国
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）
に
て
確
認
し
た
。

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、古
事
記
（
上
巻
）
に
「
此
稲
羽
之
素
菟
者
也
。於
二

今
者
一

謂
二

菟
神
一

也
。（
此
れ
稲
羽
の

こ

い
な
ば

15

素
菟
ぞ
。
今
者
に
菟
神
と
謂
ふ
。）」
と
の
一
節
が
見
え
る
。
な
お
、
古
事
記
の
確
認
は
『
古
事
記
』（
編
：

し
ろ
う
さ
ぎ

い
ま

う
さ
ぎ
か
み

い

西
宮
一
民
、
修
訂
版
三
刷
、
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
三
年
）
に
拠
っ
た
。

既
に
、
石
井
公
成
「『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
仏
教
漢
文
の
表
現
と
変
格
語
法
（
上
）」（『
駒
澤
大
學
佛
教
學
部
研

16
究
紀
要
』
第
七
十
三
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
で
は
「「
其
是
之
縁
也
（
其
れ
是
の
縁
な
り
）」
と
い
う
由
来
の
述

べ
方
は
、
日
本
に
し
か
用
例
を
見
い
だ
し
て
お
ら
ず
、
中
国
仏
教
文
献
で
は
、「
Ａ
、
Ｂ
之
縁
也
」「
Ａ
是
Ｂ
之
縁

也
」
の
形
が
普
通
だ
。『
日
本
書
紀
』
で
は
他
に
は

群
に
５
例
」（
二
〇
七
頁
）
見
え
る
と
指
摘
し
、
後
述
す
る

β

通
り
、
日
本
書
紀
区
分
論
に
お
け
る

群
に
当
該
表
現
が
偏
在
す
る
事
実
に
言
及
す
る
。
な
お
、
本
節
に
て
考
察

β

の
対
象
か
ら
除
外
し
た
用
例
の
う
ち
、
名
詞
「
よ
し
」
と
訓
ま
れ
る
例
は
「
～
縁
也
。」
と
近
い
字
義
を
持
つ
。
全

３
例
を
挙
げ
れ
ば
次
の
通
り
。
①
巻
十
七
（
継
体
紀
・

群
：
六
年
十
二
月
条
）「
前
有
レ

縁
レ

事
（
前
に
事
の
縁
有

さ
き

こ
と

よ
し
あ

α

り
て
）」、
②
③
巻
二
十
二
（
推
古
紀
・

群
：
三
十
二
年
九
月
条
）「
具
録
二

其
寺
所
レ

造
之
縁
、
亦
僧
尼
入
道
之
縁
、

β

及
度
之
年
月
日
一

也
。（
寺
及
び
僧
尼
僧
尼
を
校
へ
て
、
具
に
其
の
寺
の
造
れ
る

縁

、
亦
僧
尼
の
入
道

て
ら

ほ
ふ
し
あ
ま

か
む
が

つ
ぶ
さ

つ
く

こ
と
の
よ
し

ま
た

お
こ
な

ふ

縁

、
及
び
度
せ
る
年
月
日
を
録
す
。）」。
い
ず
れ
も
文
末
に
使
用
さ
れ
る
定
型
表
現
で
は
な
い
た
め
、

こ
と
の
よ
し

い
へ
で

と
し
つ
き
ひ

し
る

本
節
の
考
察
対
象
か
ら
は
外
れ
る
。

谷
口
孝
介
「
助
字
「
所
謂
」
の
語
性

︱
古
代
説
話
の
機
制
︱
」（『
同
志
社
国
文
学
』
第
二
十
六
号
、
一
九
八
六

17
年
三
月
）
で
は
、
当
該
例
を
指
し
て
「「
謂
＝
言
う
」
主
体
が
明
示
さ
れ
て
い
る
「
語
源
的
用
法
」
の
例
で
あ

る
。」（
二
九
頁
）
と
指
摘
す
る
。

た
だ
し
、
当
該
表
現
「
～
縁
也
。」
が
必
ず
し
も
「
今
」「
世
人
」「
所
謂
」「
諺
」
を
伴
う
わ
け
で
は
な
い
点
に
留

18
意
し
て
お
き
た
い
。

藤
井
貞
和
「
コ
ト
ノ
モ
ト
の
消
長

︱
物
語
の
源
流
考
︱
」（『
国
語
と
国
文
学
』
第
五
十
三
巻
第
八
号
、
通
巻
六

19
二
九
号
、
一
九
七
六
年
八
月
）
に
は
、「
コ
ト
は
言
・
語
・
事
で
あ
る
。
言
と
事
と
の
未
分
化
時
代
に
こ
そ
、
コ

こ
と

こ
と

こ
と

ト
ノ
モ
ト
の
興
味
の
成
立
根
拠
が
あ
っ
た
。
言
・
事
の
根
本
を
語
る
説
話
、
と
い
う
意
味
が
コ
ト
ノ
モ
ト
で
あ
っ

モ
ト

て
、
単
に
何
か
の
起
源
（
＝
モ
ト
）
を
語
る
と
い
う
こ
と
と
は
、
弁
別
さ
れ
、
特
殊
化
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
、
と

想
わ
れ
る
。」（
一
四
頁
）
と
あ
り
、
渡
辺
正
人
「
日
本
書
紀
に
お
け
る
「
縁
」
の
性
格

︱
事
物
起
源
説
話
と
氏

族
伝
承
︱
」（『
二
松
学
舎
大
学
人
文
論
叢
』
第
三
十
輯
、
一
九
八
五
年
三
月
）
で
は
、「
地
名
起
源
説
話
と
は
地

名
と
い
う
コ
ト
（
言
）
に
対
す
る
説
明
の
説
話
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
コ
ト
ノ
モ
ト
説
話
な
の
で
あ
る
。」（
二
四

『
文
藝
言
語
研
究
・
文
藝
篇
』
第
四
十
五
巻
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）
で
は
、「
日
本
の
史
書
が
上
に
も
い
っ
た
よ
う

に
、
中
国
正
史
の
体
例
で
あ
る
紀
伝
体
で
は
な
く
実
録
体
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
に
お
い
て
は
「
紀
」

と
「
伝
」
と
は
截
然
と
区
別
さ
れ
て
い
た
歴
史
記
述
が
、「
伝
」
が
「
紀
」
の
な
か
に
は
さ
み
こ
ま
れ
る
記
述
に
な

っ
て
い
る
点
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。」（
一
七
八
頁
）
と
あ
り
、
鈴
木
啓
之
「
続
日
本
紀
述
作

の
一
面
︱
一
類
型
表
現
、
理
由
を
後
置
す
る
「
以

︱
也
」
の
場
合
︱
」（『
古
代
文
学
』
第
三
十
五
号
、
一
九
九

六
年
三
月
）
に
も
「
理
由
後
置
と
い
う
歴
史
記
述
の
方
法
は
、
当
時
の
史
書
の
あ
り
方
に
対
す
る
認
識
の
現
れ
で

あ
り
、
そ
れ
は
恐
ら
く
春
秋
左
氏
伝
の
伝
の
形
式
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。」（
三
〇
頁
）
と
の
指
摘
が
見
え
る
。
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前
田
家
本
『
日
本
書
紀
』
巻
十
一
（
仁
徳
紀
、
平
安
中
期
写
、
院
政
期
点
、
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成

、
八
木
書

20

26

店
、
二
〇
〇
二
年
、
一
三
頁
・
五
〇
頁
）
に
は
「
縁
也
」
に
「
こ
と
の
も
と
」
と
い
う
付
訓
が
確
認
さ
れ
る
。
ま

た
、『
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
』（
十
一
世
紀
末
頃
成
立
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
、
勉
誠
社
、
一
九
六
九
年
、
二
八
九

頁
）
に
は
「
縁
」
字
の
項
目
に
「
こ
と
の
も
と
」
と
い
う
訓
が
見
え
る
。

『
日
本
書
紀
私
記
（
乙
本
）』（
応
永
三
十
五
年
〔
一
四
二
八
年
〕
写
、
水
戸
彰
考
館
所
蔵
、
新
訂
増
補
国
史
大
系

21
第
八
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
、
九
〇
頁
）
に
は
「
反
矢
可
畏
之
縁
也
」
に
対
し
て
、「
か
へ
し
や
い
む
へ

し
と
い
ふ
よ
し
な
り
」
と
い
う
訓
が
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
日
本
思
想
大
系
『
聖
徳
太
子
集
』（
校
注
：
家
永
三
郎
・

築
島
裕
ほ
か
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
）
所
収
の
『
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
』（
三
六
三
頁
、
補
注
四
一
八
頁
）
で

は
、
岩
崎
本
日
本
書
紀
の
平
安
中
期
点
を
根
拠
に
「
寺
造
始
縁
由
也
」
の
「
縁
由
」
を
「
ヨ
シ
」
と
訓
む
。『
国
宝

岩
崎
本
日
本
書
紀
』
巻
二
十
二
（
推
古
紀
、
平
安
中
期
写
、
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
三

年
）
の
四
五
八
行
目
「
具
録
其
寺
所
造
之
縁
」（
前
掲
注
９
の
除
外
例
②
に
同
じ
）
の
「
縁
」
字
に
は
朱
筆
に
て

「
ヨ
シ
」
と
見
え
る
。

梁
・
顧
野
王
『
玉
篇
』
残
巻
に
「
縁
」
の
項
目
が
見
出
さ
れ
、
名
詞
「
か
ざ
り
」
や
動
詞
「
の
ぼ
る
」
に
当
た
る

22
字
義
が
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
中
に
は
「
因
縁
」
の
例
も
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
梁
・
顧
野
王
『
玉
篇
』
か
ら

音
注
と
義
注
を
抄
出
し
た
も
の
と
さ
れ
る
空
海
『
篆
隷
万
象
名
義
』（
高
山
寺
本
、
第
六
帖
・
一
三
三
丁
ウ
ラ
、
高

山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
團
編
『
高
山
寺
古
辭
書
資
料
第
一
』
所
収
、
高
山
寺
資
料
叢
書
第
六
冊
、
東
京
大
学
出

版
会
、
一
九
七
七
年
）
に
は
「
脩
也
」
の
記
述
の
み
が
確
認
さ
れ
、
昌
住
『
新
撰
字
鏡
』
巻
四
（『
天
治
本
新
撰

字
鏡
増
訂
版
附
享
和
本
・
群
書
類
従
本
』
所
収
、
編
：
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
、
臨
川
書
店
、

一
九
六
七
年
）
に
お
い
て
も
「
脩
也
」
が
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
も
と
ほ
り
」「
こ
ろ
も
の
ほ
そ
く
び
」
と
い
う

訓
が
提
示
さ
れ
る
。

『
論
衡
』
の
引
用
は
、
新
釈
漢
文
大
系
『
論
衡
』（
著
：
山
田
勝
美
、
明
治
書
院
、
一
九
七
六
年
）
に
拠
る
。

23
『
文
選
』
は
『
新
校
訂
六
家
注
文
選
』（
奎
章
閣
本
、
鄭
州
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
に
拠
り
、
訓
読
は
中
村

24
宗
彦
著
『
九
条
本
文
選
古
訓
集
』（
風
間
書
房
、
一
九
八
三
年
）
と
足
利
学
校
秘
籍
叢
刊
第
三
『
国
宝
文
選
』

（
明
州
刊
本
、
汲
古
書
院
、
一
九
七
四
年
）
を
参
看
し
て
、
こ
れ
を
私
に
行
っ
た
。

漢
訳
仏
典
の
引
用
は
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』（SA

T

大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
に
拠
り
、
句
読

25
と
訓
読
は
私
に
行
っ
た
。

池
田
昌
広
「『
日
本
書
紀
』
の
出
典

︱
類
書
問
題
再
考
︱
」（『「
記
紀
」
の
可
能
性
』
所
収
、
監
修
：
鈴
木
靖
民
、

26
編
：
瀬
間
正
之
、
古
代
文
学
と
隣
接
諸
学

、
竹
林
舎
、
二
〇
一
八
年
四
月
）
に
は
、「『
書
紀
』
に
は
漢
訳
仏
典

10

か
ら
の
流
用
も
あ
る
。
義
浄
訳
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
長
文
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
ま
ず
は
確
実
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
た
だ
、
そ
れ
以
外
の
漢
訳
仏
典
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
証
は
容

易
で
な
い
。
そ
の
な
か
で
、
瀬
間
正
之
が
、
仁
徳
紀
の
兄
弟
皇
位
相
譲
譚
に
吉
迦
夜
ほ
か
訳
『
雑
宝
蔵
経
』
が
、

神
代
紀
「
一
書
」
の
火
中
出
生
譚
に
『
法
苑
珠
林
』
が
、
お
の
お
の
物
語
の
構
成
に
影
響
を
あ
た
え
た
と
説
く
の

は
注
目
さ
れ
る
。
北
條
勝
貴
も
、
敏
達
紀
十
四
年
条
に
『
法
苑
珠
林
』
が
参
照
さ
れ
た
と
主
張
す
る
。」（
一
五
六

頁
～
一
五
七
頁
）
と
整
理
さ
れ
る
。

藤
井
貞
和
「
コ
ト
ノ
モ
ト
の
消
長

︱
物
語
の
源
流
考
︱
」（『
国
語
と
国
文
学
』
第
五
十
三
巻
第
八
号
、
通
巻
六

27
二
九
号
、
一
九
七
六
年
八
月
）
に
は
、「
日
本
霊
異
記
や
日
本
感
霊
録
は
、
こ
れ
の
た
ぐ
い
の
漢
籍
仏
書
の
「
縁
」

字
を
も
ち
ろ
ん
知
っ
て
い
た
。
し
か
し
よ
り
直
接
的
に
は
、
さ
き
に
少
々
ふ
れ
て
お
い
た
漢
訳
仏
典
の
、
本
生
譚

を
あ
ら
わ
す
「
縁
」
字
に
拠
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。」（
二
三
頁
）
と
指
摘
し
、『
諸
経
要
集
』『
雑
宝
蔵
経
』『
撰
集

百
縁
経
』
が
篇
目
に
「
～
縁
」
と
掲
げ
る
こ
と
に
触
れ
る
。

そ
の
ほ
か
、
古
事
記
に
は
用
例
が
見
え
な
い
。
万
葉
集
（
巻
十
六
）
三
八
一
五
番
歌
左
注
に
は
「
右
、
傳
云
、

28
頁
）
と
も
見
え
る
。
藤
井
説
は
日
本
書
紀
の
「
縁
也
」
に
触
れ
な
が
ら
、
説
話
や
物
語
の
源
流
と
し
て
「
縁
」
を

論
じ
る
も
の
で
あ
り
、
渡
辺
説
は
日
本
書
紀
に
お
け
る
「
縁
也
」
の
用
例
の
偏
在
に
着
目
し
な
が
ら
、
起
源
説
話
と

し
て
の「
縁
」
の
性
格
を
論
じ
る
も
の
だ
が
、「
こ
と
の
も
と
」
と
い
う
和
訓
を
前
提
に
考
察
す
る
点
に
は
従
い
難
い
。
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豊
後
国
風
土
記
の
本
文
は
、
植
垣
節
也
「
豊
後
国
風
土
記
四
本
集
成
」（『
風
土
記
研
究
』
第
八
号
、
一
九
八
九
年

29
五
月
）
お
よ
び
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
本
『
豊
後
国
風
土
記
』（
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
四
十
七
巻
、
朝
日
新
聞
社
、

一
九
九
五
年
）
に
よ
っ
て
私
に
校
訂
し
た
も
の
を
用
い
、
訓
読
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
風
土
記
』（
校
注
・

訳
：
植
垣
節
也
、
小
学
館
、
一
九
九
七
年
）
を
参
考
と
し
た
。

日
本
書
紀
と
豊
後
国
風
土
記
を
含
む
西
海
道
風
土
記
（
甲
類
・
乙
類
）
の
影
響
関
係
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
は
、

30
主
に
、
秋
本
吉
郎
『
風
土
記
の
研
究
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
六
三
年
、
一
八
二
頁
～
二
二
三
頁
）、
荊
木
美

行
『
古
代
史
研
究
と
古
典
籍
』（
皇
学
館
大
学
出
版
部
、
一
九
九
六
年
）、
荻
原
千
鶴
「
九
州
風
土
記
の
甲
類
・
乙

類
と
『
日
本
書
紀
』」（『
風
土
記
研
究
』
第
三
十
三
号
、
二
〇
〇
九
年
六
月
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
宮
川
優

「
豊
後
国
風
土
記
の
特
殊
性

︱
『
輿
地
志
』
と
の
比
較
を
端
緒
と
し
て
︱
」（『
風
土
記
研
究
』
第
三
十
九
号
、

二
〇
一
七
年
三
月
）
で
は
、「『
日
本
書
紀
』
に
登
場
す
る
「
此
（
是
）
其
縁
也
」
十
三
例
」（
一
四
頁
）
と
の
比
較

を
通
し
て
、
豊
後
国
風
土
記
の
特
殊
性
に
言
及
す
る
。
な
お
、
地
名
起
源
説
話
に
お
い
て
「
～
縁
也
。」
と
共
起
す

る
「
訛
」
字
に
つ
い
て
も
、
古
事
記
に
は
用
い
ら
れ
な
い
一
方
で
、
日
本
書
紀

群
お
よ
び
肥
前
国
風
土
記
・
豊

β

後
国
風
土
記
と
西
海
道
風
土
記
（
逸
文
・
甲
類
）
に
の
み
共
有
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
、
瀬
間
正
之
「『
豊
後
国
風

土
記
』・『
肥
前
国
風
土
記
』
の
文
字
表
現
」（
同
『
風
土
記
の
文
字
世
界
』
第
七
章
、
笠
間
書
院
、
二
〇
一
一
年
、

一
五
八
頁
～
一
六
四
頁
）
に
指
摘
が
あ
る
。
な
お
、
日
本
書
紀
と
豊
後
国
風
土
記
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
拙
稿

「
豊
後
国
風
土
記
の
漢
語
表
現
」（『
風
土
記
研
究
』
第
三
十
八
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

谷
口
孝
介
「
杜
預
の
「
凡
例
」
と
『
日
本
三
代
実
録
』」（
第
十
二
回
和
漢
比
較
文
学
会
特
別
例
会
研
究
発
表
、
北

31
京
理
工
大
学
、
二
〇
一
八
年
十
二
月
）
に
は
、「
日
本
の
史
書
の
特
徴
的
な
体
例
と
し
て
、
本
文
と
注
釈
と
が
明
確

な
区
別
な
く
記
述
さ
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
す
で
に
史
書
に
お
け
る
助
字
「
所
謂
」、「
先
是
」
の
用
法
に
つ

い
て
、
中
国
史
書
を
学
び
つ
つ
も
、
注
釈
を
内
包
す
る
日
本
独
自
の
歴
史
記
述
様
式
が
存
す
る
こ
と
を
論
じ
た
。」

（
五
頁
）
と
の
指
摘
が
見
え
る
。
本
節
の
指
摘
す
る
「
～
縁
也
。」
も
同
じ
様
式
の
一
つ
に
数
え
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
か
。
な
お
、
注
釈
的
記
事
を
本
行
中
に
挿
入
す
る
「
先
是
」
も
日
本
書
紀
で
は
丙
群
（

群
）
に
偏
在
し

β

て
お
り
、
当
該
様
式
へ
の
志
向
の
強
さ
を
窺
わ
せ
る
。

仏
教
漢
文
か
ら
の
影
響
が
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
、
丙
群
の
性
質
が
漢
籍
や
仏
典
に
顕
著
な
四
字
句
等

32
を
重
ね
て
構
句
す
る
方
法
に
消
極
的
で
あ
る
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
そ
の
全
面
的
な
影
響
下
に
あ
る
と
考
え
る
こ
と

に
は
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
文
末
定
型
表
現
「
～
縁
也
。」
が

群
諸
巻
に
広
く
分
布
せ
ず
、
後
掲
注

β

33

に
示
す
通
り
《
類
型
①
》《
類
型
②
》
の
よ
う
な
不
定
型
表
現
も
区
分
に
よ
ら
ず
見
え
る
こ
と
に
照
ら
し
て
考
え
れ

ば
、
あ
く
ま
で
仏
教
漢
文
か
ら
の
影
響
は
部
分
に
留
ま
る
も
の
と
見
る
べ
き
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
前
掲
注
８
に

も
言
及
し
た
通
り
、
群
内
部
に
加
筆
修
正
を
含
め
た
相
応
の
述
作
段
階
が
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
文
末
定
型
表

β

現「
～
縁
也
。」
も
一
部
の
述
作
者
の
筆
癖
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
見
る
余
地
が
あ
る
。

本
行
中
に
述
作
者
自
身
の
語
り
と
し
て
用
い
ら
れ
る
「
今
」
は
区
分
に
よ
ら
ず
散
見
し
、《
類
型
①
》《
類
型
②
》

33
の
ほ
か
、
た
と
え
ば
巻
十
五
（
仁
賢
紀
・

群
）
六
年
是
歳
条
に
は
「
日
鷹
吉
士
、
還
レ

自
二

高
麗
一

、
獻
二

工
匠
須
流

α

枳
・
奴
流
枳
等
一

。今
大
倭
國
山
邊
郡
額
田
邑
熟
皮
高
麗
、是
其
後
也
。（
日
鷹
吉
士
、高
麗
よ
り
還
り
て
、工
匠
須
流
枳

ひ
た
か
の
き
し

こ
ま

か
へ

て
ひ
と
す
る
き

・
奴
流
枳
等
を
獻
る
。
今
大
倭
國
の

山
邊
郡

の
額
田
邑
の
熟
皮
高
麗
は
、
是
其
の
後
な
り
。）」
と
あ

ぬ
る
き

ら

た
て
ま
つ

い
ま
や
ま
と
の
く
に

や
ま
の
へ
の
こ
ほ
り

ぬ
か
た
む
ら

か
は
を
し
の
こ
ま

こ
れ
そ

の
ち

る
。
語
り
へ
の
志
向
は
不
定
型
な
が
ら
区
分
を
問
わ
ず
見
受
け
ら
れ
る
が
、
定
型
化
さ
れ
た
当
該
表
現
「
～
縁

時
有
二

娘
子
一

。
夫
君
見
レ

棄
、
改
二

適
他
氏
一

也
。（
中
略
）
乃
作
二

彼
歌
一

報
送
、
以
顕
二

改
適
之
縁
一

。（
右
、
傳
へ
て
云い

は
く
、時
に
娘
子
あ
り
。夫
君
に
棄
て
ら
れ
て
、他
氏
に
改
適
す
。（
中
略
）
乃
ち
そ
の
歌
を
作
り
報
へ
送
り
、
以

を
と
め

つ
ま

す

た
じ

か
い
せ
き

す
な
は

こ
た

も
ち

て
改
適
の
縁
を
顕
す
、
と
い
ふ
。）」
と
の
用
例
が
あ
り
、
尼
崎
本
・
類
聚
古
集
・
広
瀬
本
・
古
葉
略
類
聚
鈔
で

か
い
せ
き

よ
し

あ
ら
は

は
文
末
を
「
縁
也
。」
に
作
る
。
こ
こ
で
は
再
婚
し
た
経
緯
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
書
紀
に
見
え
る
文
末

定
型
表
現
と
は
用
法
が
異
な
る
。
ま
た
、『
萬
葉
集
』
巻
十
六
に
は
「
有
由
縁
幷
雑
歌
」
が
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
、

芳
賀
紀
雄
「
歌
の
由
縁
と
い
う
こ
と
︱
萬
葉
集
巻
十
六
の
「
有
由
縁
幷
雑
歌
」
︱
」（
同
『
萬
葉
集
に
お
け
る
中

國
文
學
の
受
容
』、
塙
書
房
、
二
〇
〇
三
年
、
初
出
一
九
九
七
年
四
月
）
に
て
「
由
縁
」
の
持
つ
仏
教
用
語
と
し
て
の

意
味
合
い
に
触
れ
つ
つ
、
そ
の
叙
述
形
式
と
「
昔
な
い
し
そ
れ
に
準
ず
る
語
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
指
摘
が
見
え
る
。
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『
日
本
書
紀
私
記
』（
御
巫
清
白
氏
所
蔵
、
応
永
三
十
五
年
〔
一
四
二
八
年
〕
写
、
古
典
保
存
会
、
一
九
三
三
年
）

34
に
は
、
当
該
箇
所
に
対
し
て
「
蒙
恩
頼
甞
【
美
陁
万
乃
不
由
乎
加
〻
不
礼
里
】」
と
あ
り
、「
恩
頼
」
に
「
ミ
タ
マ

ノ
フ
ユ
」
と
い
う
古
訓
の
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
な
お
、
四
字
目
の
「
甞
」
は
後
文
「
嘗
て
大
己
貴
命･

･
･

」

部
分
の
「
嘗
」
字
の
衍
入
と
思
わ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
日
本
書
紀
古
訓
と
は
、「
弘
仁
私
記
」
を
は
じ
め
と
す
る
講
書

の
記
録
や
、
そ
れ
ら
の
一
部
を
集
成
し
た
『
釈
日
本
紀
』
の
記
述
、
お
よ
び
古
写
本
に
残
さ
れ
た
訓
点
等
を
指
し

て
、
こ
れ
ら
の
総
体
を
漠
然
と
呼
ぶ
も
の
で
あ
る
。
神
田
喜
一
郎
『
日
本
書
紀
古
訓
攷
證
』（
養
徳
社
、
一
九
四
九

年
）
で
は
「
い
ま
こ
の
古
訓
を
見
る
に
、
今
日
普
通
に
行
は
る
る
我
が
漢
字
の
國
訓
と
異
な
る
も
の
枚
擧
に
遑
あ

ら
ず
。
而
も
そ
の
中
に
は
必
ず
し
も
我
が
古
言
古
語
に
係
る
を
以
て
然
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
そ
の
意
義
の
六
朝
よ

り
唐
代
に
亙
り
て
彼
土
に
行
は
れ
し
舊
訓
に
來
由
す
る
と
考
へ
ら
る
る
も
の
の
尠
か
ら
ず
存
せ
る
に
因
る
が
如

し
。」（
六
頁
）
と
、
古
訓
に
残
さ
れ
る
語
義
解
釈
の
有
用
性
に
言
及
す
る
。

上
代
語
の
確
例
が
な
い
た
め
か
、
あ
る
い
は
「
恩
頼
」
に
「
ミ
タ
マ
」
に
あ
た
る
字
義
が
含
ま
れ
な
い
た
め
か
、

35
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
日
本
書
紀
』（
校
注
・
訳
：
小
島
憲
之
・
直
木
孝
次
郎
・
西
宮
一
民
・
蔵
中
進
・
毛
利

正
守
、
小
学
館
、
一
九
九
四
年
）
で
は
「
恩
頼
」
に
「
め
ぐ
み
」
と
付
訓
す
る
。
た
と
え
ば
、『
宋
版
鉅
宋
広
韻
』

（
乾
道
五
年
〔
一
一
六
九
年
〕
刊
、
内
閣
文
庫
所
蔵
）
に
よ
れ
ば
「
頼
」
字
に
対
し
て
「
蒙
也
、
利
也
、
善
也
、

幸
也
、
恃
也
。」（
去
聲
泰
韻
）
と
あ
り
、
あ
る
い
は
空
海
『
篆
隷
万
象
名
義
』（
高
山
寺
本
、
第
六
帖
一
〇
四
丁
ウ

ラ
、
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
團
編
『
高
山
寺
古
辭
書
資
料
第
一
』
所
収
、
高
山
寺
資
料
叢
書
第
六
冊
、
東
京

大
学
出
版
会
、
一
九
七
七
年
）
に
も
「
頼
」
字
に
「
恃
也
、
用
也
、
利
也
、
快
也
、
贏
也
、
取
也
、
幸
也
、
吉
也
、

讎
也
。」
と
あ
り
、
そ
の
う
ち
「
利
也
」「
幸
也
」
を
敷
衍
す
れ
ば
、「
頼
」
字
を
含
め
て
「
め
ぐ
み
」
と
訓
む
こ
と

も
可
能
だ
ろ
う
か
。
文
脈
上
も
首
肯
さ
れ
る
訓
だ
が
、
漢
籍
や
仏
典
に
「
恩
頼
」
と
熟
し
た
例
を
見
出
す
こ
と
は

難
し
く
、
和
語
「
め
ぐ
み
」
を
前
提
に
し
て
「
恩
頼
」
が
発
想
さ
れ
た
と
も
考
え
難
く
、
あ
く
ま
で
解
釈
の
一
端

を
示
す
訓
と
し
て
捉
え
て
お
き
た
い
。
た
だ
し
、
同
書
（
新
編
全
集
）
は
巻
六
（
垂
仁
紀
）「
頼
二

聖
帝
之
神
靈
一

」

の
「
神
靈
」
等
に
は
「
ミ
タ
マ
ノ
フ
ユ
」
と
の
訓
を
与
え
て
い
る
。

「
ミ
タ
マ
」
は
、
日
本
書
紀
に
仮
名
書
き
に
よ
る
訓
注
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
神
代
紀
に

36
「
倉
稻
魂
」
の
訓
を
「
宇
介
能
美
拕
磨
（
ウ
カ
ノ
ミ
タ
マ
）」
と
示
さ
れ
、
神
功
紀
に
「
和
魂
」「
荒
魂
」
を
「
珥

岐
瀰
多
摩
（
ニ
キ
ミ
タ
マ
）」「
阿
邏
瀰
多
摩
（
ア
ラ
ミ
タ
マ
）」
と
見
え
、「
ミ
タ
マ
」
は
神
の
霊
魂
を
指
し
て
言

う
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
一
方
、「
フ
ユ
」
の
解
釈
に
は
「
殖
」
説
と
「
振
」
説
が
あ
る
も
の
の
、
類
例
に
乏
し
く

未
詳
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

た
と
え
ば
『
尚
書
注
疏
』
巻
第
十
九
（
周
書
）「
呂
刑
第
二
十
九
」
に
「
一
人
有
レ

慶
、
兆
民
賴
レ

之
、
其
寧
惟

37
永
。」
と
見
え
る
ほ
か
、『
禮
記
注
疏
』
巻
第
五
十
五
「
緇
衣
第
三
十
三
」、『
春
秋
左
傳
注
疏
』
巻
第
三
十
二
「
襄

公
十
三
年
」、『
淮
南
子
』
巻
第
十
「
繆
稱
訓
」、『
三
国
志
』（
魏
書
）
巻
第
四
「
齊
王
八
年
秋
七
月
」、『
廣
弘
明

集
』
巻
第
六
「
辯
惑
篇
第
二
之
二
」
等
が
あ
り
、
な
か
に
は
潘
安
仁
「
藉
田
賦
」
と
同
様
に
『
尚
書
』
を
出
典
と

し
て
示
す
も
の
が
あ
る
。

『
訓
点
語
彙
集
成
』（
編
：
築
島
裕
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
に
よ
れ
ば
、『
金
光
明
経
文
句
』
巻
下
（
知
恩

38
院
所
蔵
、
平
安
初
期
）
の
「
慶
頼
」
に
「
ミ
タ
マ
ノ
フ
ユ
」
と
の
付
訓
が
あ
る
と
見
え
る
。
実
見
に
及
ぶ
こ
と
は

叶
わ
な
い
が
、
指
摘
に
従
え
ば
、
こ
れ
が
「
ミ
タ
マ
ノ
フ
ユ
」
の
最
古
の
確
例
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、

「
一
人
有
二

慶
頼
一

及
二

萬
方
一

」
は
、「
一
人
」
が
天
子
や
王
を
指
す
点
に
お
い
て
、
潘
安
仁
「
藉
田
賦
」
の
「
一
人

有
レ

慶
」
に
も
通
じ
る
表
現
と
言
え
る
。

毛
利
正
守
「
書
紀
「
訓
詁
」
よ
も
や
ま
」（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
４
『
月
報

日
本
書
紀
③
』
小
学
館
、
一

39

47

九
九
八
年
五
月
）
に
は
、「
古
訓
は
長
き
に
亘
る
伝
統
的
な
訓
で
も
あ
り
、
加
点
者
の
一
種
の
解
釈
で
あ
り
、
尊
重

さ
れ
る
べ
き
所
も
少
な
く
は
な
い
。
し
か
し
、
中
に
は
机
上
で
新
た
に
作
り
出
さ
れ
た
り
、
そ
の
漢
字
に
上
代
語

と
し
て
は
相
応
し
く
な
い
も
の
を
当
て
る
こ
と
も
あ
っ
た
か
と
想
定
さ
れ
る
。
小
島
憲
之
先
生
は
、「
古
訓
は
採
用

す
べ
し
、
な
お
か
つ
採
用
す
べ
か
ら
ず
」
と
の
含
蓄
あ
る
言
で
そ
の
扱
い
を
戒
め
ら
れ
、
ま
た
書
紀
の
音
読
に
つ

也
。」
が
現
れ
る
の
は

群
に
限
ら
れ
る
。

β
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『
古
代
漢
語
虚
詞
詞
典
』（
編
：
中
国
社
会
科
学
院
語
言
研
究
所
古
代
漢
語
研
究
室
、
北
京
商
務
印
書
館
、
一
九
九

40
九
年
、
三
三
九
頁
）
に
拠
る
。

日
本
書
紀
に
「
頼
」
字
は
全

例
あ
り
、
介
詞
「
頼
」
を
除
く

例
を
挙
げ
れ
ば
次
の
通
り
。
①
巻
一
（
神
代
紀

41

20

5

上
・

群
）
第
七
段
一
書
第
三
「
汝
所
行
甚
無
頼
。
故
不
レ

可
レ

住
二

於
天
上
一

。」、
②
巻
一
（
神
代
紀
上
・

群
）

β

β

第
八
段
一
書
第
六
「
是
以
、
百
姓
至
レ

今
、
咸
蒙
二

恩
頼
一

。」、
③
巻
十
七
（
継
体
紀
・

群
）
二
十
四
年
二
月
条

α

「
自
二

磐
余
彦
之
帝
・
水
間
城
之
王
一

、
皆
頼
二

博
物
之
臣
、
明
哲
之
佐
一

。」、
④
巻
十
七
（
継
体
紀
・

群
）
二
十

α

四
年
二
月
条
「
及
二

乎
繼
體
之
君
一

、
欲
レ

立
二

中
興
之
功
一

者
、
曷
嘗
不
レ

頼
二

賢
哲
之
謨
謀
一

乎
。」、
⑤
巻
二
十
五

（
孝
徳
紀
・

群
）
大
化
二
年
正
月
条
（
改
新
之
詔
）「
大
夫
所
レ

使
レ

治
レ

民
也
、
能
盡
二

其
治
一

、
則
民
頼
之
。」。

α

巻
一
（
神
代
紀
上
・

群
）
第
五
段
本
書
に
は
「
於
是
、
共
生
二

日
神
一

。
號
二

大
日
孁
貴
一

。【
大
日
孁
貴
、
此
云
二

42

β

於
保
比
屡
咩
能
武
智
一

。
孁
音
力
丁
反
。
一
書
云
、
天
照
大
神
。
一
書
云
、
天
照
大
日
孁
尊
。】」
と
あ
り
、「
日

神
」
の
別
称
に
「
天
照
大
神
」
の
呼
称
が
見
え
る
。

前
掲
注

参
照
。
な
お
、
森
博
達
「
皇
祖
天
照
大
神
は
い
つ
誕
生
し
た
か

︱
『
日
本
書
紀
』
区
分
論
か
ら
史
実

43

10

を
探
る
︱
」（『
京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
十
九
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
）
で
は
、「
皇
祖
」
が

例
外
的
に

群
の
孝
徳
紀
に
見
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、
大
宝
二
年
〔
七
〇
二
年
〕
の
大
宝
令
頒
下
後
の
表
現
が
記

α

事
中
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、「
巻
二
五
「
孝
徳
紀
」
は

群
に
属
し
な
が
ら
も
、
詔
勅
を
中
心
に
し
て

α

編
纂
の
最
終
段
階
に
お
け
る
後
人
の
加
筆
が
顕
著
な
巻
で
あ
る
。「
皇
祖
」
を
含
む
こ
の
四
例
も
す
べ
て
詔
勅
中
に

用
い
ら
れ
、「
御
宇
」「
御
八
嶋
国
」
と
い
う
七
〇
二
年
以
後
の
用
語
も
あ
る
。
こ
れ
ら
四
例
も
後
人
の
加
筆
だ
ろ

う
。」（
二
一
二
頁
）
と
指
摘
す
る
。
孝
徳
紀
「
蒙
二

神
護
力
一

」
も
同
様
に
後
人
の
加
筆
と
捉
え
、
そ
れ
ゆ
え

群
α

の
中
に

群
に
類
す
る
用
法
が
確
認
さ
れ
る
も
の
と
捉
え
て
お
き
た
い
。

β

な
お
古
事
記
序
文
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
こ
に
も
「
頼
二

先
聖
一

而
察
二

生
レ

神
立
レ

人
之
世
一

。（
先
聖
に
頼
り
て
神

よ

か
み

44
を
生
み
人
を
立
て
し
世
を
察
り
ぬ
。）」
の
よ
う
に
、
介
詞
「
頼
」
が
天
皇
を
超
越
し
た
存
在
で
あ
る
「
先
聖
」
を

う

ひ
と

た

よ

し

賓
語
に
取
る
表
現
が
見
え
る
。
古
事
記
が
「
天
照
大
御
神
」
と
い
う
呼
称
の
使
用
を
原
則
と
す
る
一
方
に
お
い
て
、

日
本
書
紀
で
は
「
天
照
大
神
」
の
用
例
は

群
に
の
み
確
認
さ
れ
る
。
本
稿
に
て
指
摘
し
た

群
に
見
え
る
介
詞

β

β

「
頼
」
の
用
法
が
古
事
記
序
文
に
も
見
え
る
こ
と
に
は
注
意
し
た
い
。

原
口
耕
一
郎
「
大
宝
令
前
後
に
お
け
る
隼
人
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ
て
」（
同
『
隼
人
と
日
本
書
紀
』
第
四
章
、
同

45
成
社
、
二
〇
一
八
年
、
初
出
二
〇
一
五
年
四
月
）
で
は
「
夷
狄
的
性
格
と
王
権
守
護
的
性
格
と
い
う
隼
人
の
二
面

性
が
両
立
す
る
」（
一
四
一
頁
）
こ
と
を
具
体
的
に
検
証
し
た
。
こ
れ
を
参
考
に
す
れ
ば
、
同
じ
「
隼
人
」
と
い
う

漢
字
表
記
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
異
な
る
概
念
を
指
す
場
合
が
あ
る
と
見
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

前
掲
注
９
参
照
。
ま
た
、『
日
本
書
紀
』
巻
十
九
（
欽
明
紀
）
二
年
三
月
条
に
「
一
書
云
、（
中
略
）
帝
王
本
紀
、

46
多
有
二

古
字
一

、
撰
集
之
人
、
屢
經
二

遷
易
一

。（
一
書
に
云
は
く
、（
中
略
）
帝
王
本
紀
に
、
多
に
古
き
字
ど

あ
る
ふ
み

す
め
ら
み
こ
と
の
ふ
み

さ
は

ふ
る

み
な

も
有
り
て
、
撰
集
む
る
人
、
屢

遷
り
易
は
る
こ
と
を
經
た
り
。）」
と
あ
る
こ
と
に
も
留
意
し
た
い
。

あ

え
ら
び
さ
だ

ひ
と

し
ば
し
ば
う
つ

か

へ

〔
附
記
〕

本
稿
は
既
に
発
表
し
た
「
日
本
書
紀
に
お
け
る
「
頼
」
字
の
古
訓
と
解
釈

︱
統
治
の
拠
り
所
を
め
ぐ
る
「
天
皇
」

概
念
の
転
換
︱
」（『
上
代
文
学
研
究
論
集
』
第
四
号
、
編
：
國
學
院
大
學
上
代
文
学
研
究
室
、
二
〇
二
〇
年
三

月
）
お
よ
び
「
日
本
書
紀
に
お
け
る
語
り
の
方
法
と
定
型
化

︱
文
末
表
現
「
縁
也
」
に
よ
る
歴
史
叙
述
︱
」

（『
和
漢
比
較
文
学
』
第
六
十
五
号
、
編
：
和
漢
比
較
文
学
会
、
二
〇
二
〇
年
八
月
）
に
基
づ
き
、発
表
の
後
に
賜
っ

た
批
正
・
示
教
を
反
映
さ
せ
、
各
論
の
意
義
を
整
理
し
て
論
じ
直
し
た
も
の
で
あ
る
。

い
て
の
基
本
方
針
も
大
局
的
見
地
か
ら
う
ち
出
し
て
お
ら
れ
る
。」（
五
頁
）
と
見
え
る
。

-
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-


